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１栄養・食生活

１．栄養・食生活

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

47件 11件 5件 33件 42件

55.4% 76.4%
22%

（令和元年
度比56.0%）

56.6% 55.2%

35.7% 54.7% 42.2% 54.0% 52.6%

　（１）適正体重を維持するための知識の普及　

　　①成人女性のやせ（20歳代）［BMI 18.5未満］及び成人男性の肥満［BMI 25.0以上］の減少

　　②児童・生徒の肥満［標準体重の＋20％以上］の減少

　　③体重の変化を気にしている人（成人）の割合の増加

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

給食施設指導件数

「肥満に該当する者の割合」の増加施設割合
（国基準：，H26年度比＋5%以上）

「やせに該当する者の割合」の増加施設割合
（国基準：，H26年度比＋5%以上）

※平成３年度からは厚労省より指導方針が
示されなかったため，H26との比較は行わず
前年度との比較で指導・助言を行っている。

「肥満に該当する者の割合」の増加施設割合
（各施設における前年度比増）

「やせに該当する者の割合」の増加施設割合
（各施設における前年度比増）

連携機関

他課
（学校保健課・
保育運営課）

柏市保健所管
内集団給食研
究会

△ △

ライフステージ

①なし
②なし

○ ○△ △

所管課

健康医
療部
総務企
画課

事業名

給食施設指
導事業
(◇)

事業概要
（対象者・内容等）

①個別指導（各施設を個
別に巡回し，現地指導を
実施。電話，来所による
相談）
②集団指導（テーマに応
じ職種別，施設種類別に
研修会を開催）
③調査報告（各給食施設
の運営・栄養管理状況を
把握するため年２回調査
実施）

期待する効果

・肥満及びやせ
の割合の減少

・啓発媒体活用
増加

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和４年度から全施設を３年間で巡
回する計画を立て巡回を実施した。
また，令和６年度は３年間計画の最
終年であるため，新規施設も含め巡
回を実施していく。
全体的に前年度と比較して肥満者
の割合が増加している施設が減少
傾向にあるため，令和６年度も令和
５年度同様，啓発媒体の活用を通し
て個々に働きかけられるよう支援を
行っていきたい。また，個別巡回で
施設の状況を聞き取り，肥満及びや
せの割合の増加がある施設（前年
度比が増加している施設）や，該当
者が多い施設に対して，改善に向け
た働きがされるよう助言を行ってい
く。

令和７年度の方向性

各施設の肥満及びや
せの割合変動を確認
し，増加傾向にある
施設や該当者が多い
施設へ改善対策の指
導・助言を行う。特に
事業所ではヘルシー
メニュー等の促進を
行い，適正体重を維
持するための知識の
普及に努めていく。
また，給食施設の課
題の傾向を把握し，
研修会のテーマを選
定する等，新たな改
善案を検討し取り組
んでいく。
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１栄養・食生活

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

181回 173回 182回 182回 182回

22,063人 21,901人 21,976人 21,981人 21,859人

1,696人 2,178人 1,791人 1,879人 1,824人

7.6% 9.9% 8,1% 8.5% 8.3%

268人 271人 363人 338人 329人

1.2% 1.2% 1.7% 1.5% 1.5%

R元 R2 R3 R4 R5

177回 173回 179回 179回 179回

9,735人 9,789人 10,135人 10,469人 9,508人

846人 1,008人 967人 1,026人 909人

8.7% 10.3% 9.5% 9.8% 9.6%

264人 362人 372人 375人 396人

2.7% 3.7% 3.7% 3.6% 4.2%

期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和７年度の方向性

 給食実施回数(平均)

 対象者数

 肥満【標準体重の＋２０％以上】の人数

 肥満【標準体重の＋２０％以上】の割合

 やせ【標準体重の-２０％以上】の人数

肥満【標準体重の＋２０％以上】の人数

肥満【標準体重の＋２０％以上】の割合

やせ【標準体重の-２０％以上】の人数

所管課 事業名

給食実施回数(平均)

対象者数

△
（

中
学
生
の
み
）

○

やせ【標準体重の-２０％以上】の割合

 やせ【標準体重の-２０％以上】の割合

①なし
②なし

定期健康診断
における肥満
【標準体重の＋
20％以上】の人
数の減少

学校歯科医

学校歯科医

連携機関

学校教
育部
学校教
育課

教育総
務部
学校給
食課

学校教
育部
学校教
育課

教育総
務部
学校給
食課

給食を生きた教材とし
て，生徒を対象に適切な
摂取量の体得，成長に
必要な栄養分を習得す
る。

また，養護教諭と連携
し，咀嚼の重要性や栄養
バランスの取れた食事，
栄養と運動の両面を意
識することで，健康な生
活習慣を習得するため
の食育事業を行う。

学校給食提
供事業
（小学校）

学校給食提
供事業
（中学校）

給食を生きた教材とし
て，児童を対象に適切な
摂取量や，成長に必要な
栄養分を習得する。

また，養護教諭と連携
し，咀嚼の重要性や栄養
バランスの取れた食事，
栄養と運動の両面を意
識することで，健康な生
活習慣を習得するため
の食育事業を行う。

事業概要
（対象者・内容等）

①なし
②なし

定期健康診断
における肥満
【標準体重の＋
20%以上】の人
数の減少

（学校教育課）
肥満度２０％以上の割合がコロナ禍
前の水準にまでは戻っていないもの
の減少傾向にあるため，今後も通常
の学校生活を送ることで肥満度の改
善が期待できる。痩せすぎの子ども
の割合は横ばいであり，経済的な困
窮が背景にある可能性があるため，
関係機関との情報共有が必要であ
る。
（学校給食課）
給食は，生きた教材として自分に
合った食事量や適切な栄養バランス
を自分の目で認識できる良い機会で
ある。健康的な食生活の実践には
適切な量を食べることが必要である
が，実際の給食は，各自で調節して
しまうこともある。成長に必要な量を
認識し，実践できるよう引き続き給
食を活用した食に関する指導を行
い，適正摂取及び健康な食生活を
身に付けさせていく。

（学校教育課）
肥満度２０％以上の割合がコロナ禍
前の水準にまでは戻っていないもの
の減少傾向にあるため，今後も通常
の学校生活を送ることで肥満度の改
善が期待できる。痩せすぎの子ども
の割合はやや増加しており，思春期
特有のやせ願望や経済的な困窮が
背景にある可能性があるため，関係
機関との情報共有が必要である。
（学校給食課）
給食は，生きた教材として自分に
合った食事量や適切な栄養バランス
を自分の目で認識できる良い機会で
ある。健康的な食生活の実践には
適切な量を食べることが必要である
が，実際の給食は，各自で調節して
しまうこともある。成長に必要な量を
認識し，実践できるよう引き続き給
食を活用した食に関する指導を行
い，適正摂取及び健康な食生活を
身に付けさせていく。

（学校給食課）
令和６年３月に策定し
た「柏市学校における
食育方針」を用いた
食育を実施予定。全
教職員で本方針を共
有し，給食を活用した
食に関する指導の充
実を図る。

（学校給食課）
令和６年３月に策定し
た「柏市学校における
食育方針」を用いた
食育を実施予定。全
教職員で本方針を共
有し，給食を活用した
食に関する指導の充
実を図る。
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１栄養・食生活

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

1回 2回 2回 2回 2回

期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和７年度の方向性

推進委員会実施回数

市民の意識・行
動変容（栄養，
身体活動，社会
参加の促進）

○

①第一生命，介
護事業者，イオ
ン，JR東日本,
フィットネス振興
会，ダンロップス
ポーツウエルネ
ス，吉田記念テ
ニス研修セン
ター，スマート
フィット100，ジェ
クサー・ジムフ
ラット，さんち家，
野菜レストラン
SHONAN，わとか
食堂

○

連携機関

健康医
療部
健康政
策課
地域包
括支援
課

「フレイル（虚弱）」という
概念を新たに取り入れ，
市民，関係団体,学識経
験者，市による「推進委
員会」を設置・運営しなが
ら，健康づくり事業の効
果的な連動と地域を基盤
とした市民主体の活動を
推進

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）

柏フレイル予
防プロジェク
ト2025
(＊)

○

医師会，歯科医
師会，薬剤師
会，東京大学，
ふるさと協議
会，社会福祉協
議会，民生委員
児童委員，柏市
民健康づくり推
進員，スポーツ
推進委員，東葛
北部栄養士会，
リハビリテーショ
ン連絡会，地域
包括支援セン
ターなど

事業の集大成となる
年度であり，フレイル
予防の新たな展開に
沿った事業構築を進
める。
フレイル予防によるま
ちづくり実現のため，
かしわフレイル予防
ポイントのアプリ化に
よる地域における市
民主体の活動の促進
と啓発に努める。

柏フレイル予防プロジェクト2025につ
いては，フレイル予防に関わる学術
機関や市民団体等が参加し，取り組
み状況の共有や今後に向けた意見
交換を実施した。
フレイル予防の啓発として，ラコルタ
柏フェスタや柏の葉ウォーキングフェ
スタなどでの各種イベント，イオン
モール柏や道の駅しょうなんでポイ
ントカード発行を行うとともに，啓発
品を配付した。また，フレイル予防の
三本柱として【か・し・わ】という表現
を掲げたパンフレット及びエコバッグ
の作成を行った。
令和６年度は，2025年以降の取り組
みの方向性について検討する。ま
た，健康アプリの導入によるフレイル
予防活動への参加者数増加や，新
たに作成した啓発物を効果的に活
用したフレイル予防の自分ごと化の
推進を目標とする。
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１栄養・食生活

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

27人 41人 29人 － －

259人 26人 36人 134人 176人

150人 33人 69人 105人 56人

－ 16人 7人 18人 22人

R元 R2 R3 R4 R5

26.7% 23.3% 18.3% 24.3%
11月以
降確定

①なし
②なし

ライフステージ

生活習慣病の
発症及び重症
化の予防

○

○○
①なし
②なし

事業名

フレイル予防
事業
(◇)

所管課

健康医
療部
地域包
括支援
課

健康医
療部
健康増
進課

事業概要
（対象者・内容等）

柏市国民健
康保険
特定保健指
導

主に高齢者に対するフレ
イル（介護予防）事業のう
ち，栄養をテーマとしたプ
ログラムについて，管理
栄養士等が講座を行う。

国民健康保険の加入者
を対象に行う，特定健康
診査の結果より，メタボ
リックシンドロームのリス
クのある対象者を抽出
し，３か月以上の生活習
慣改善のための特定保
健指導を実施。

※平成３０年度から，国
が示す,「第３期特定健
診・特定保健指導」に基
づく，特定保健指導の支
援期間の見直し（６ヶ月
から３ヵ月），初回面接の
分割実施を導入し，集団
健診にも活用している。

期待する効果

市民の意識・行
動変容（栄養の
改善）

連携機関

東葛北部在宅
栄養士会，地域
包括支援セン
ターなど

・柏市医師会
・ＪＡ（ちば東葛，
東葛ふたば，い
ちかわ）
・千葉県厚生農
業共同組合連
合会
・千葉県民保健
予防財団
・千葉県国保連
合会

○

フレイル予防講座（栄養）の参加者数

介護予防センター主催の教室

フレイル予防出前講座

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

地域包括支援センター主催の教室

フレイルハイリスク者への個別支援

特定保健指導実施率

令和７年度の方向性

今後もフレイル予防
の中での「栄養」を
テーマとして講座を継
続的に開催していく。
ハイリスク者への集
団支援（フレイル
チェックや講座），個
別支援を継続する。

【令和５年度の保健指導の成果】
　訪問指導，事前予約なしの保健指導日
の周知，インセンティブの強化を図った。
　11月以降の国の法定報告により実施率
が確定する。

●令和６年度の取り組み
①特定保健指導の実施率を高める取組
　 直営で行う特定保健指導の委託化によ
り，ＩＣＴの活用，夜7時終了までの保健指
導，訪問指導を実施することで，利用しや
すい環境整備により，実施率の増加を目
指す。
②重症化予防事業における保健指導
・ 新たに，糖尿病性腎症重症化予防プロ
グラムの参加者を対象に，糖尿病と関わ
りのある口腔衛生についての認識を向上
させる取組みを新たに行う。
・保健指導時に，糖尿病看護認定看護師
による保健指導，医師，管理栄養士，理
学療法士等による講座及びフレイル講
座，実施後の1年後フォローを継続する。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

「柏市国民健康保険
３期保健事業実施計
画（データヘルス計
画）」,「柏市国民健康
保険第４期特定健診
等実施計画」の健康
課題を踏まえた取組
を実施する。

令和5年度はサロンなどの活動が活
発化したことから，フレイル予防出前
講座や地域包括支援センター主催
の教室開催や参加者数が増加し
た。フレイルチェック等からのハイリ
スク者個別支援数も増加し，自身の
心身の衰えの気づきや予防行動に
つなげることができた。
令和６年度も同様に，各地域でフレ
イルチェックや出前講座，地域包括
支援センター主催事業を実施し，市
民の意識・行動変容（栄養の改善）
につながるよう働きかけていく。また
光ケ丘をモデル地域とした一体的実
施（ポピュレーション，ハイリスクアプ
ローチ）を進めるとともに，地域介入
効果を分析していく。
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１栄養・食生活

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

40人 45人 41人 40人 30人

R元 R2 R3 R4 R5

365人 394人 384人 440人 407人

R元 R2 R3 R4 R5

8.3% 4.5% 3.3% 4.1% 3.9%

17.8% 9.3% 2.0% 1.6% 4.5%

相談利用率（骨粗しょう症検査受診者）

相談利用率（柏市健診受診者）

○
①なし
②なし

内臓脂肪症候
群の予防，罹患
している病状の
安定や重症化
予防への行動
が取れるように
する。

①なし
②なし

柏市医師会

利用率向上のため，
より効果的な利用勧
奨の仕方及び，相談
方法について検討し
ていく。

①なし
②なし

○

ライフステージ

○ ○

期待する効果所管課

健康医
療部
健康増
進課

健康づくり相
談

健康医
療部
健康増
進課

健康医
療部
健康増
進課

柏市健康診
査
（無保険者）
(＊)

へるすアップ
相談

事業名

―

柏市医師会

健康診査の結
果により，生活
習慣改善の必
要なかたに，保
健師・管理栄養
士が個別相談を
行い，個人の生
活に即した具体
的なアドバイス
を行う

健康診査の結果により，
生活習慣改善の必要な
かたに，保健師・管理栄
養士が個別相談を行い，
個人の生活に即した具
体的なアドバイスを行う。

40歳以上で，無保険の
生活保護受給者を対象
に，特定健診と同内容の
健診を指定医療機関に
て実施。
対象者に個別通知，希
望者は申し込み。

事業概要
（対象者・内容等）

・平成29年度より実施
骨粗しょう症検査，柏市
健康診査の結果，生活
習慣改善の必要なかた
に，保健師・管理栄養士
が個別相談を行い，個人
の生活に即した具体的
なアドバイスを行う。

連携機関

健診等結果を踏
まえて自らの生
活習慣を振り返
り，主体的に健
康づくりに取り
組むことができ
る

○○

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

　特定健康診査の結果，特定保健
指導に該当しない方や，「７５歳以上
の健康診査」，「１８歳から３８歳まで
の健康診査」，「プレ特定健康診査」
の受診後の事後フォローとして実施
している。

●令和６年度の取り組み
　引き続き，健康診査の結果を元に
対象者のニーズに応じた相談と支援
を行うことで，生活習慣の改善によ
る，生活習慣病の予防及び重症化
予防の取組を推進していく。
　予約方法の電子申請と遠隔面談
を開始する。

相談者数

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

令和７年度の方向性

受診者数

「柏市国民健康保険
３期保健事業実施計
画（データヘルス計
画）」,「柏市国民健康
保険第４期特定健診
等実施計画」の健康
課題を踏まえた取組
を実施する。

生活支援課との協働
により，受診率向上に
努める。

令和５年度の受診者数は，令和４年
度から減少。
令和３年度より，40～74歳は申し込
み制から全数通知となり，受診率は
13.1％であった。
75歳以上は申込制を継続し，121人
（62.7％）が受診した。
受診率向上のため，生活支援課
ケースワーカーからの受診勧奨を継
続実施していく。

令和５年度の利用率は，令和４年度
と比較し，骨粗しょう症検査は減少し
たが，柏市健診は上昇した。
来所相談と電話相談を併用し実施し
た。
対象者へ送付していた利用勧奨通
知を令和４年度より再開している。
利用率向上のため，勧奨方法につ
いて効果検証および実施方法の検
討を継続する。
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１栄養・食生活

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

47件 11件 5件 33件 42件

R元 R2 R3 R4 R5

3,014人 中止 66人 1,133人 2,635人

1,478人 中止 66人 1,133人 99人

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 2,833人 3,882人 4,765人 6,472人

946人 90人 533人 709人 520人

19人 中止 中止 中止 70人

　（２）野菜の摂取量の増加

　　④野菜摂取量の増加の割合（成人）

○

①個別指導（各施設を個
別に巡回し，現地指導を
実施。電話，来所による
相談）
②集団指導（テーマに応
じ職種別，施設種類別に
研修会を開催）
③調査報告（各給食施設
の運営・栄養管理状況を
把握するため年2回の調
査を実施）

・給食施設の食
品構成における
野菜摂取量の
増加
・野菜料理の残
渣量の減少
・ヘルシーメ
ニューの提供増
加
・啓発媒体活用
の増加

ライフステージ

令和７年度の方向性所管課

健康医
療部総
務企画
課

健康医
療部
地域保
健課

事業名

啓発事業
(◇)

他課
（学校保健課・
保育運営課）

柏市保健所管
内集団給食研
究会

庁内関係各課

柏市民健康づく
り推進員

各種団体及び
企業関係

健康づくり普
及啓発事業
(◇)

健康医
療部
健康増
進課

イベント,健康教育の中で
運動, 食, タバコ等健康に
関する啓発を実施。一般
市民を対象とし，幅広い
テーマについての啓発を
行う。

給食施設指
導事業
(◇）

事業概要
（対象者・内容等）

イベント等の中で運動,
食, タバコ等健康に関す
る啓発を実施。一般市民
を対象とし，幅広いテー
マについての啓発を行
う。

期待する効果

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

連携機関

・庁内関係各課
・各種団体及び
企業関係

①モラージュ柏
　第一生命保険
②なし

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

①なし
②なし

①なし
②なし

○△△ △△

○ ○

○○ ○

○○ ○ ○

啓発実施者数（全数）

啓発実施者数（栄養・食生活）

依頼の健康教育参加者数（講師：栄養士）

啓発実施者数（全数）

啓発実施者数（栄養・食生活）

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

給食施設指導件数

地域健康講座や健康
教育等による啓発を
実施し，地域における
健康づくりを推進す
る。

多くの地域で市民を対象とした地域
健康講座や地域行事を再開すること
ができた。また，推進員活動におい
て今後の啓発事業に繋がるよう，内
部研修を実施した。市民参集型の活
動を再開し，令和６年度も同様に継
続して実施している。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和４年度から全施設を３年間で巡
回する計画を立て，巡回を実施し
た。
引き続き，令和６年度も個別巡回で
の食品構成や野菜摂取量について
の聞き取りに力を入れ，必要に応じ
て助言していく。
また各施設での栄養指導状況を確
認し，喫食者へ直接的な指導が難し
い施設には野菜摂取に関する啓発
媒体を配布する等，個々に働きかけ
られるよう支援を行う。

野菜摂取量増加に向
け，個別巡回での聞
き取り内容を考察し，
新たな改善策や啓発
案を検討する。

出前講座等の対面の
研修を通した啓発教
育の実施。
また，効果的な啓発
実施のための情報収
集や，方法について
の検討を行い，実施
につなげていく。

令和５年度は千葉県実施のがん予
防展が柏市で実施され，アリオ柏で
周知啓発を実施したほか，図書館，
沼南支所ロビー，イトーヨーカドー柏
店等で実施されたイベントにて，ポス
ター掲示やリーフレット等の配布によ
る啓発活動を実施した。また，出前
講座の受付を再開し，対面での啓発
教育を実施することができた。令和６
年度は，出前講座を継続するととも
に，がん予防の啓発について教育
資材等の見直しを行う。
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１栄養・食生活

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

30店舗 39店舗 47店舗 55店舗 57店舗

R元 R2 R3 R4 R5

60社 62社 61社 68社 72社

43社 中止 中止 50社 実施なし

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

健康医
療部
健康増
進課

①柏市内飲食店
②なし

○ ○

所管課

△

事業名
事業概要

（対象者・内容等）

「野菜を食べよう柏協力
店」事業

栄養改善事
業
(◇)

健康医
療部
健康増
進課

地域・職域
連携推進事
業（*）

柏地域・職域連携推進協
議会
事業所向けの健康情報
等のメール配信
啓発リーフレットの配付
事業所向け講習会

連携機関

柏労働基準監
督署
柏労働基準協
会
柏商工会議所
柏市沼南商工
会
代表企業(2社)
東葛北部地域
産業保健セン
ター
全国健康保険
協会千葉支部
柏市医師会
柏歯科医師会

柏市保健所管
内調理師会
庁内関係各課

期待する効果

野菜を食べるこ
とのできる食の
環境整備とす
る。

①第一生命保険
株式会社，明治
安田生命保険相
互会社
②十余二工業団
地連絡協議会

働く世代の生活
習慣病予防とこ
ころの健康づく
りの推進

社員の健康づく
りに積極的に取
り組む事業所の
増加

○○○

ライフステージ

○○

登録店舗数

メール配信登録事業所数

講習会参加事業所数

令和５年度の協議会では，働く世代
の健康づくりの推進について協議し
た。講習会については，実施目的や
対象を見直し，実施しなかった。啓
発物品については２事業所へ貸出を
した。データ分析では，健診データ
等を分析し，高血圧予備群が多いこ
とを明らかにした。
令和５年度は事業所の健康づくりの
実態把握を行い，８２事業所から回
答があった。その結果，特に中小事
業所において健康づくりの取組がさ
れておらず，また保健に関する情報
が届きにくいことが課題であることが
わかった。令和６年度はHPや広報
誌を活用し，市内保健サービスや好
事例などの情報発信の強化を行う。
また商工会議所等と連携し，経営者
へ直接健康づくりの推進を働きかけ
る。

協議会委員等と連携
し，市内事業所への
アプローチ方法の検
討を進めていく。
事業所訪問と情報発
信を継続し，HPでの
情報の蓄積と好事例
の横展開を図ってい
く。また事業所のニー
ズに合わせた情報発
信を行っていく。

市民の登録店利用を促すため，市
民向けのクリアファイル及びマップを
作成した。健康増進月間にあわせた
企画展示や商業施設等へ配付や掲
示をし，事業の周知を図った。
柏市保健所管内調理師会へ登録申
請書を配付し勧奨を行った。
利用者へのアンケートを実施し，そ
の結果，事業及び必要とされる野菜
摂取量，ともに認知度が低いことが
わかった。他機関との連携や，発信
方法を検討する。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和７年度の方向性

引き続き周知用物品
やホームページ等効
果的な周知方法を検
討・実施し，店舗数の
増加を目指す。市内
他部署とも連携する
ことで，市民へ事業の
認知度を上げ，店舗
の利用率向上から野
菜の摂取量増加につ
なげたい。
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１栄養・食生活

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

25品目
44検体

25品目
40検体

26品目
40検体

22品目
40検体

19品目
40検体

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和７年度の方向性

経済産
業部
農政課

①一般財団法人
千葉県環境財団

○ ○ ○
食の安全・
安心対策推
進事業

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）

千葉県
一般財団法人
千葉県環境財
団

農産物をサンプリング
し，放射性物質検査を行
う。また，検査結果につ
いてホームページや広報
などを通じて公表。

連携機関 期待する効果

食の安全・安心
を確保する。

○

ライフステージ

検査品目数・検体数

○○

消費者の不安を取り除き，安心して
柏産の農産物を購入できるよう継続
的に検査を実施していく。また，検査
の頻度等に関しては，放射性物質
の影響範囲を見極めながら費用対
効果のバランスも考慮し実施してい
く。

検査や生産者への助
言等を通じて，引き続
き「食の安心・安全」
を確保していく。ま
た，適宜，情報発信
することで風評被害
の防止に取り組んで
いく。
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１栄養・食生活

　（３）朝食を意識した，バランスのよい食生活の普及

　　⑤朝食の欠食率の減少

　　⑥食事のバランスのよい割合（成人）の増加

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

22.3% 21.1% 19.4% 19.3% 19.7%

R元 R2 R3 R4 R5

4回 中止 中止 3回 2回

△

健康医
療部
総務企
画課・
健康増
進課

栄養改善事
業
（◇）

健康医
療部
地域保
健課

事業名

母子保健食
育

所管課
事業概要

（対象者・内容等）

栄養士業務連絡会(栄養
改善・健康増進等の支援
の推進を検討）
野菜を食べよう柏協力店
登録推進（健康づくりの
取り組みを実施する飲食
店の登録）
栄養関係団体育成（栄
養・健康づくりを担う関係
団体の育成）
講演会の企画（食育推進
研修会，給食施設従事
者研修会

＜ママパパサロン・栄養
＞妊婦とそのパートナー
を対象に，講話やグルー
プワークを通じた妊娠期
の食生活支援を行う。

＜離乳食教室，母と子の
つどい，8か月児相談，2
歳の歯☆ピカランド，幼
児健康診査＞
乳幼児期の保護者を対
象に，講話や栄養相談を
通じた食生活支援を行
う。

連携機関

―

柏市保健所管
内調理師会
柏市保健所管
内集団給食研
究会
柏市医師会

関係課，関係団
体との連携によ
り食事のバラン
スのよい割合が
増加

①なし
②なし

「バランスのとれ
た食事を規則正
しくとる健康的
な食習慣」を定
着させるため，
母子保健サービ
スを活用し，健
康づくりの意識
づけをする。

①なし
②なし

期待する効果

ライフステージ

△

△△△

３歳児健康診査における主食・主菜・副菜を
そろえた朝食の割合

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

△

○

△

【総務企画課】
・給食施設従事者研修会
令和５年度は２回実施した(オンライ
ン）。２回目は，「給食管理の基本」を
テーマに実施し，研修参加者から
は，PDCAサイクルや給食の評価を
実施していきたいといった意見が多
かった。
【健康増進課】
・栄養士業務連絡会
２回実施。市内各部署の重点取り組
みや，課題，また連携できる事業を
共有した。令和６年度は，健康日本
２１（第三次）の栄養・食生活の課
題，また柏市健康増進計画の策定
状況を共有し，連携して取り組む方
策を検討する。
全体研修会では，防災安全課職員
を講師に「柏市の防災体制」につい
て研修を行った。今後は市民への食
支援について，各課の役割と栄養士
の活動を健康医療部内で共有する
予定。

・引き続き，各事業を
通じて健康的な食習
慣の啓発を推進す
る。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

・令和５年度３歳児健康診査におけ
る主食・主菜・副菜をそろえた朝食
の割合は横ばいであった。
・電子親子手帳やリーフレットにて朝
食を意識したバランスの良い食事等
発信を行った。１日３食を通した望ま
しい食生活についても情報を発信し
ていく。
・離乳食教室や８か月児相談，母と
子のつどい等，各事業を通じて家族
ぐるみの健康的な食習慣とバランス
の良い食事について啓発していく。
・令和６年度は柏市民健康づくり推
進員の委嘱年度であるため，部会
研修等を活用しながら地域に応じた
食育活動の推進を図る。

令和７年度の方向性

研修会の実施や関係
部署，関係団体との
連携を強化すること
で，全ての年代の方
へ啓発を行えるように
進める。
自己研鑽を積むこと
で，市民への周知啓
発内容を充実させて
いく。

研修会実施回数
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１栄養・食生活

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

22園
(5歳児全
員参加）

22園
(5歳児全
員参加）

22園
（5歳児
クラス）

22園
（5歳児
クラス）

22園
(5歳児
クラス)

R元 R2 R3 R4 R5

年間閲覧
数

267,137件

月平均
22,261件

年間閲覧
数

296,146件

月平均
24,679件

年間閲覧
数

187,567件

月平均
17,052件

※ただし，
令和3年2
月26日～3
月25日まで
は未集計

年間閲覧
数

177,637件

月平均
14,803件

年間閲覧
数

134,695件

月平均
11,225件

R元 R2 R3 R4 R5

3,514件 1,782件 1,650件

事業概要
（対象者・内容等）

子ども健康プロジェクトの
一環として，柏市の学校
給食のメニューを学校給
食クックパッドに掲載。
 パソコンや携帯からでも
アクセスして，レシピを確
認することができ，バリ
エーションに富んだ給食
メニューを家庭で作るこ
とができる。

所管課

教育総
務部
学校給
食課

こども部
保育運
営課

健康医
療部
地域保
健課

子ども健康
プロジェクト

こども部
保育運
営課

事業名

クッキング保
育

保育園の園児が，栽培
から収穫の過程を経験
することで，食物への関
心を高める。
園児が栽培した作物と同
じ野菜を利用して，5歳児
がクッキングを行い，食
べる。

連携機関 期待する効果
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

○

ライフステージ

○

令和６年度の実績を
踏まえ，引き続き実
施する方向で進め
る。
また，公立保育園の
保育活動のうち，栄
養士が関わることが
できる活動について
精査し，食育計画の
見直しを行う。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

〈成果〉
・保育士，看護師，栄養士，調理員
がそれぞれの役割を担い，創意工
夫をしながら多職種が連携して実施
できた。
・園児が自分たちで野菜の栽培，収
穫を行い，その後，調理することで，
一連の流れを関連付けて取り組むこ
とができた。
・野菜の栽培，調理をすることによ
り，食に関してより一層興味や関心
を抱けた。また，苦手なものも頑張っ
て食べようとする姿が見られた。
〈課題〉
例年，クッキング保育は5歳児クラス
に特化して活動を行っているが，クッ
キング保育は食育の一部であるた
め，その他の年齢は，それぞれの発
達段階に合わせた食育を行ってい
けるよう，保育園と連携を図る。

令和７年度の方向性

○

【学校給食】年間レシピの閲覧数(年度)と月平
均閲覧数

(保育運営課）
〈成果〉
・令和３年度から柏市ホームページ内の
子育てサイトにおいて，柏市立保育園の
給食ページを設け，給食献立や給食だ
より，人気レシピの掲載を開始した。
・各家庭において，手軽に閲覧できる方
法となっている。
〈課題〉
・給食献立や給食だよりについては，定
期的な更新ができるようにスケジュール
を立て，発信していく。レシピに関して
は，今まで掲載してきたものを整理した
上で，発信していく。
（学校給食課）
<成果＞
令和５年度は摂取しにくい鉄分やカルシ
ウムが多く含まれる給食メニューを家庭
でも活用できるよう掲載した。
<課題>
一般的には入手しにくい食材を使用して
いる場合もあり，使用食材の選定にも注
意してレシピを提案していく。

掲載を継続する方向
で進める。（保育運営
課・学校給食課）

【保育運営課】年間レシピの閲覧数

クッキング保育実施園数

各公立保育園
の保育士，調理
員と保育運営課
栄養士との連携

①なし
②なし

①なし
②なし

簡単でバリエー
ションに富んだ
人気のある給食
メニューを周知
することで，調
理をする意欲を
高める。

○ ○ ○

自分たちで育て
たものを，友達
と一緒に調理
し，食べる喜び
を味わうことで，
食に関心を持
つ。

学校給食課，保
育運営課，地域
保健課の栄養
士が連携し掲載
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２身体活動・運動

２．身体活動・運動

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

398人 120人 833人 373人 538人

※積水
化学ラ
ンニン
グクリ
ニック中
止

※ティー
ボール
教室の
み実施
（2校）

ティー
ボール
教室の
み実施
（９校）

　（１）運動習慣の定着

　　①運動習慣者の割合の増加

　　②20～59歳のほとんど運動していない人の割合の減少

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

各スポーツ教室参加者合計

企画部
共生・交
流推進
センター

事業概要
（対象者・内容等）

①JR東日本野
球部
①JX-ENEOSサ
ンフラワーズ
①積水化学女
子陸上競技部
①千葉ロッテマ
リーンズ
②なし

期待する効果所管課
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

YBC柏

＜JR野球教室＞
市内中学校23校の中学
２年生を対象に，JR東日
本野球部の選手達を
コーチに招き開催
＜バスケットボール教室
＞
市内ミニバスケットボー
ルチームに所属している
小学生を対象にJX-
ENEOSサンフラワーズの
選手をコーチに招き開催
＜ティーボール教室＞
実施希望のあった市内
小学校を対象にYBC柏
の選手をコーチに招き開
催
＜ランニングクリニック＞
市内在住・在勤・在学の
方を対象に積水化学女
子陸上競技部の選手を
コーチに招き開催

事業名

各種スポー
ツ教室の開
催

連携機関

市のスポーツを
活かしたまちづ
くりの推進

参加者の技術
向上やホームタ
ウンチームであ
る柏市への愛着
を深めること

ライフステージ

○ ○ ○○○

学校訪問事業としてYBC柏と連携し
たTボール教室を６校（４９１名）で実
施。また，市内中学校の女子バス
ケットボール部員を対象にバスケッ
トボール教室をENEOSサンフラワー
ズと連携して実施（４７名）。
その他，ホームタウンチームが独自
に実施しているスポーツ教室や学
校訪問授業等の案内，周知に協力
を行っている。
令和６年度も同様の事業実施を予
定している。

令和７年度の方向性

引き続きホームタウン
チームと連携し，幅広
い年齢層を対象に各種
スポーツ教室を開催す
ることで，市民が柏市
への愛着を深めるとと
もに，スポーツへの関
心や参加機会を増進
し，スポーツを活かした
まちづくりを推進する。
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２身体活動・運動

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

1回 2回 2回 2回 2回

R元 R2 R3 R4 R5

6,306人 3,634人 3,399人 - -

1,274人 26人 355人 869人 1,192人

983人 481人 1,070人 1,846人 1,356人

 － 22人 12人 24人 33人

フレイル予防講座（運動）の参加者数

介護予防センター主催の教室

フレイル予防出前講座

　　　　地域包括支援センター主催の教室

 フレイルハイリスク者への個別支援

柏市在宅リハビ
リテーション連
絡会，柏市社会
福祉協議会，柏
市地域包括支
援センターなど

市民の意識・行
動変容（栄養，
身体活動，社会
参加の促進）

主に高齢者に対するフレ
イル（介護）予防事業のう
ち，身体活動をテーマと
したプログラムについ
て，リハビリテーション専
門職，運動トレーナー等
が講座を開催する。

推進委員会実施回数

所管課 事業名

市民の意識・行
動変容（身体活
動の促進）

○

事業概要
（対象者・内容等）

連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和７年度の方向性

①第一生命，介
護事業者，イオ
ン，JR東日本,
フィットネス振興
会，ダンロップス
ポーツウエルネ
ス，吉田記念テ
ニス研修セン
ター，スマート
フィット100，ジェ
クサー・ジムフ
ラット，さんち
家，野菜レストラ
ンSHONAN，わ
とか食堂

「フレイル（虚弱）」という
概念を新たに取り入れ，
市民，関係団体,学識経
験者，市による「推進委
員会」を設置・運営しなが
ら，健康づくり事業の効
果的な連動と地域を基盤
とした市民主体の活動を
推進

医師会，歯科医
師会，薬剤師
会，東京大学，
ふるさと協議
会，社会福祉協
議会，民生委員
児童委員，柏市
民健康づくり推
進員，スポーツ
推進委員，東葛
北部栄養士会，
リハビリテーショ
ン連絡会，地域
包括支援セン
ターなど

健康医
療部
健康政
策課
地域包
括支援
課

健康医
療部
地域包
括支援
課

フレイル予防
事業
（◇）

柏フレイル予
防プロジェク
ト2025
(＊)

①なし
②なし

○ ○

○

柏フレイル予防プロジェクト2025に
ついては，フレイル予防に関わる学
術機関や市民団体等が参加し，取
り組み状況の共有や今後に向けた
意見交換を実施した。
フレイル予防の啓発として，ラコルタ
柏フェスタや柏の葉ウォーキング
フェスタなどでの各種イベント，イオ
ンモール柏や道の駅しょうなんでポ
イントカード発行を行うとともに，啓
発品を配付した。また，フレイル予
防の三本柱として【か・し・わ】という
表現を掲げたパンフレット及びエコ
バッグの作成を行った。
令和６年度は，2025年以降の取り
組みの方向性について検討する。
また，健康アプリの導入によるフレ
イル予防活動への参加者数増加
や，新たに作成した啓発物を効果
的に活用したフレイル予防の自分ご
と化の推進を目標とする。

令和5年度はサロンなどの活動が活
発化したことから，フレイル予防出
前講座や地域包括支援センター主
催の教室開催や参加者数が増加し
た。フレイルチェック等からのハイリ
スク者個別支援数も増加し，自身の
心身の衰えの気づきや予防行動に
つなげることができた。
令和６年度も同様に，各地域でフレ
イルチェックや出前講座，地域包括
支援センター主催事業を実施し，市
民の意識・行動変容（身体活動の促
進）につながるよう働きかけていく。
また光ケ丘をモデル地域とした一体
的実施（ポピュレーション，ハイリス
クアプローチ）を進めるとともに，地
域介入効果を分析していく。

○

事業の集大成となる年
度であり，フレイル予防
の新たな展開に沿った
事業構築を進める。
フレイル予防によるま
ちづくり実現のため，か
しわフレイル予防ポイ
ントのアプリ化による地
域における市民主体の
活動の促進と啓発に努
める。

今後もフレイル予防の
中での「運動」をテーマ
として講座を継続的に
開催していく。
ハイリスク者への集団
支援（フレイルチェック
や講座），個別支援を
継続する。
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２身体活動・運動

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

2,323冊 2,256冊 2,139冊 2,124冊 1,929冊

71人 72人 150人 208人 187人

R元 R2 R3 R4 R5

11回 中止 中止 7回 10回

177人 中止 中止 79人 106人

9回 中止 2回 3回 36回

332人 中止 46人 106人 1,137人

地域健康講座参加者数

ウォーキングパスポート申請数

実施状況

地域ウォーキング実施回数

地域健康(ｳｫｰｷﾝｸﾞ以外)講座実施回数

ウォーキングパスポート発行数

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

地域ウォーキング参加者数

市民ウォーキン
グ団体
千葉県ウォーキ
ング協会
我孫子市

○

・歩くことが好き
な市民が増える

・市民が運動を
始めるきっかけ
となる

事業概要
（対象者・内容等）

連携機関 期待する効果

ライフステージ

・市民が運動を
始めるきっかけ
となる

・市民の運動時
間が増える

身近な運動である「歩くこ
と」が好きな市民が増
え，主体的・積極的な健
康づくりが進められるよ
う，ウォーキングパス
ポートの活用促進を展開
する。
市民が歩きやすい環境
をつくるために，ウォーキ
ングマップの活用促進を
展開する。

＜地域ウォーキング＞
柏市民健康づくり推進員
が主催し，各地域で住民
同士の仲間づくりと
ウォーキングをはじめる
きっかけづくりを図る

柏市民健康づくり推進員
が主催するウォーキング
以外の運動講座

①なし
②なし

健康医
療部
地域保
健課

健康医
療部
健康増
進課

所管課 事業名

ウォーキング
推進事業
(＊)

地域ウォー
キング

①UDCK
②なし

△

庁内関係各課

柏市民健康づく
り推進員

各種団体及び
企業関係

○ ○○

○○

ウォーキングパスポートについて
は，市民の申請者数の増加に伴
い，４０～６０代の利用率の増加も
見られた。
若い世代の利用率が低いことが課
題となっているため，令和６年度も
継続して若い世代を含めた幅広い
世代が歩くことへの興味関心をもっ
てもらえるようなツールを検討し具
体化に向けた取り組みを進めてい
く。
UDCK主体の健康まちづくり部会で
は，令和２年度に設置したウォーカ
ブルサインの評価，健康に関するア
プリの実施・評価を行った。令和６
年度以降も市の立場でまちづくりの
観点からも健康推進を行う。

令和５年度は，健康増進課とも連携
しながら，市民活動型の活動が全
面的に再開された。令和６年度も引
き続き連携して取り組みを行う。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

○ ○

日常的な身体活動量
の増加に向けて，「歩
数」を意識するような働
きかけ，環境整備を行
う。若い世代を含めた
幅広い世代に，歩くこと
への興味関心をもって
もらえるようなツールの
具体化に向けた取り組
みを進める。
現在実施している健康
相談等で運動勧奨の
一環として提案してい
く。

地域健康講座や健康
教育等による啓発，地
域ウォーキングを実施
し，地域における健康
づくりを推進する。

令和７年度の方向性
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２身体活動・運動

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

651人 中止 37人 1,133人 2,635人

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 2,833人 3,882人 4,765人 6,472人

1,035人 373人 46人 409人 447人

38人 中止 中止 中止 28人

R元 R2 R3 R4 R5

60社 62社 61社 68社 72社

43社 中止 中止 50社 実施なし

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和７年度の方向性

依頼の健康教育実施者数（全数）

※H30年度～健康増進課として計上

啓発実施者数（全数）

啓発実施者数（身体活動・運動）

依頼の健康教育参加者数（講師：保健師）

メール配信登録事業所数

講習会参加事業所数

○

地域サロン等を中心とし
た健康教育や各イベント
の中で運動, 食,タバコ等
健康に関する啓発および
地域支援を実施。一般市
民を対象とし，幅広い
テーマについての啓発を
行う。

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

○

イベント等の中で運動,
食, タバコ等健康に関す
る啓発を実施。一般市民
を対象とし，幅広いテー
マについての啓発を行
う。

①なし
②なし

地域・職域
連携推進事
業（＊）

健康医
療部
地域保
健課

健康医
療部
健康増
進課

健康医
療部
健康増
進課

啓発事業
（◇)

庁内関係各課

各種団体及び
企業関係

①モラージュ柏
　第一生命
②なし

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

働く世代の生活
習慣病予防とこ
ころの健康づく
りの推進

社員の健康づく
りに積極的に取
り組む事業所の
増加

庁内関係各課

柏市民健康づく
り推進員

各種団体及び
企業関係

柏労働基準監
督署
柏労働基準協
会
柏商工会議所
柏市沼南商工
会
代表企業(2社)
東葛北部地域
産業保健セン
ター
全国健康保険
協会千葉支部
柏市医師会
柏歯科医師会

①第一生命保
険株式会社，明
治安田生命保
険相互会社
②十余二工業
団地連絡協議
会

○ ○ ○

柏地域・職域連携推進協
議会
事業所向けの健康情報
等のメール配信
啓発リーフレットの配付
事業所向け講習会

健康づくり普
及啓発事業
（＊）

○ ○ △

○ ○

○ ○

令和５年度は千葉県実施のがん予
防展が柏市で実施され，アリオ柏で
周知啓発を実施したほか，図書館，
沼南支所ロビー，イトーヨーカドー柏
店等で実施されたイベントにて，ポ
スター掲示やリーフレット等の配布
による啓発活動を実施した。また，
出前講座の受付を再開し，対面で
の啓発教育を実施することができ
た。令和６年度は，出前講座を継続
するとともに，がん予防の啓発につ
いて教育資材等の見直しを行う。

多くの地域で市民を対象とした地域
健康講座や地域行事を再開するこ
とができた。また，推進員活動にお
いて今後の啓発事業に繋がるよう，
内部研修を実施した。市民参集型
の活動を再開し，令和６年度も同様
に継続して実施している。

令和５年度の協議会では，働く世代
の健康づくりの推進について協議し
た。講習会については，実施目的や
対象を見直し，実施しなかった。啓
発物品については２事業所へ貸出
をした。データ分析では，健診デー
タ等を分析し，高血圧予備群が多い
ことを明らかにした。
令和５年度は事業所の健康づくりの
実態把握を行い，８２事業所から回
答があった。その結果，特に中小事
業所において健康づくりの取組がさ
れておらず，また保健に関する情報
が届きにくいことが課題であること
がわかった。令和６年度はHPや広
報誌を活用し，市内保健サービスや
好事例などの情報発信の強化を行
う。また商工会議所等と連携し，経
営者へ直接健康づくりの推進を働き
かける。

出前講座等の対面の
研修を通した啓発教育
の実施。
また，効果的な啓発実
施のための情報収集
や，方法についての検
討を行い，実施につな
げていく。

年間計画に基づいた
啓発を実施する。

協議会委員等と連携
し，市内事業所へのア
プローチ方法の検討を
進めていく。
事業所訪問と情報発
信を継続し，HPでの情
報の蓄積と好事例の
横展開を図っていく。ま
た事業所のニーズに合
わせた情報発信を行っ
ていく。
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２身体活動・運動

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

855,625人 510,012人 775,033人 794,547人 839,376人

R元 R2 R3 R4 R5

218,479人 142,689人 146,339人 182,417人 134,299人

R元 R2 R3 R4 R5

3,303人 中止 中止 2,673人 2,770人

R元 R2 R3 R4 R5

1,319人 1,227人 1,280人 1,310人 -

R元 R2 R3 R4 R5

6,299人 1,580人 4,920人 6,358人 8,271人

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

スポーツ施設利用者数

学校体育施設利用者数

スポーツ推進委員活動参加者数

市内クラブ会員数

スポーツ教室・講習会参加者数

市民生
活部
スポー
ツ課

スポーツ教
室・講習会

①なし
②スポーツ施設
指定管理者（協
栄・アシックスグ
ループ）

①なし
②なし

①なし
②なし

①なし
②なし

柏市スポーツ協
会
柏市スポーツ推
進委員協議会
柏市スポーツ施
設指定管理者

市内各小中学
校

市民生
活部
スポー
ツ課

市民生
活部
スポー
ツ課

市民生
活部
スポー
ツ課

総合型地域
スポーツクラ
ブの育成

市民生
活部
スポー
ツ課

スポーツ施設利
用者数の増加

柏市スポーツ推
進委員協議会

市内総合型地
域スポーツクラ
ブ

○

○

○

利用者数の
増加

①なし
②なし

○

参加者増加と
スポーツ実施率

の向上
○

○

○

市内クラブの
会員数の増加

参加者の増加

○

－

スポーツへの参加を促進
するため，市主催の事業
の他体育協会や指定管
理者によるスポーツ教室
を開催する。

スポーツ施
設予約シス
テム

学校体育施
設開放

スポーツ推
進委員活動
(＊)

市民の地域におけるス
ポーツ活動の振興を図
る。

地域スポーツの推進役と
して，日ごろスポーツをし
ない人への動機づけなど
を行い，スポーツ実施率
の向上を図る。

クラブが活動する拠点の
確保や運営のためのス
タッフの確保，クラブを
知ってもらうための広報
活動を支援する。

利用者の利便性を図る。

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

スポーツ施設予約システムの利用
方法の周知，開催予定のスポーツ
大会等の情報提供を行い，利用者
の利便性を図った。

令和５年度は，新型コロナウイルス
感染症の影響もほとんどなく活動が
増えているため，より利用しやすい
環境を整えていく。利用簿が未提出
で人数把握できていない学校もある
ため，令和６年度については，利用
簿の提出を徹底させていきたい。

令和５年度は，コロナ禍以前には及
ばないが参加者数は回復傾向であ
る。
令和６年度においては，令和５年度
同様平常通り，地域に密着した活
動を続けていく。

全ての総合型地域スポーツクラブに
補助金の交付は終了しているため
会員数の把握ができていないが，
既存のクラブ及び新設クラブとも
に，自律性の高い運営が求められ
る。

市民参加体験型のスポーツイベント
を開催し，スポーツを「する」きっか
けづくりの場を提供している。また，
指導者スキルアップ講習会では，
（一社）柏市スポーツ協会に委託
し，指導者を育成するための講習を
計６回行った。指定管理者による自
主事業では，「柏市スポーツ施設情
報誌」やホームページ，広報などの
媒体を使い周知を図っている。

コロナ禍以前と同等数
の方々に参加していた
だけるよう，幅広く参加
者を募る工夫に取り組
み，地域スポーツの推
進に一層取り組む。

引き続き，利用者に利
用方法の周知を行いな
がら，システム運用し
ていく。

施設利用の状況として
は，ほぼ空きがない程
度まで利用団体登録
が進んでおり，新規利
用が難しい状況となっ
ている。引き続き，多く
の方に利用していただ
ける事業として進めて
いく。

引き続き，市民がス
ポーツに親しむことが
できるよう，より多くの
機会を提供していく。

市内クラブの会員数の
増加を支援する

令和７年度の方向性
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２身体活動・運動

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

41,514人 14,016人 26,827人 39,717人 38,462人

R元 R2 R3 R4 R5

1,732人 中止 中止 1,725人 中止

R元 R2 R3 R4 R5

9,027人 中止 中止 7,482人 7,202人

連携機関 期待する効果

ライフステージ
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和７年度の方向性

交付団体の市民大会などの参加者数

新春マラソン大会参加者数

手賀沼エコマラソン大会参加者数

①なし
②なし

市民の健康増進と街の
活性化，及び手賀沼の
浄化啓発を図る。

新春マラソン
大会

市民生
活部
スポー
ツ課

市民生
活部
スポー
ツ課

市民生
活部
スポー
ツ課

柏市スポーツ協
会
柏市スポーツ推
進委員協議会
他

柏市スポーツ協
会
柏市女性ス
ポーツ協会
スポーツ少年団

①なし
②なし

交付団体の
市民大会などの
参加者の増加

○参加者の増加
①なし
②なし

参加者の増加

柏市スポーツ協
会
柏市スポーツ推
進委員協議会
他

手賀沼エコ
マラソン大会

補助金の
交付

所管課 事業名

スポーツ団体に対し補助
金を交付することで，ス
ポーツ事業の充実を図
る。

市民を対象としたマラソ
ン大会を開催する。

事業概要
（対象者・内容等）

○

○

○

○

○○

○ ○

○

補助金の交付により，市民大会等
の事業が開催され，交付団体の事
業の充実が図られている。令和５年
度については，新型コロナウイルス
感染症の影響がほとんどなく大会
が再開するなど，参加者数が回復
傾向にある。

○

平成２９年度より，市外からの参加
も可能とし，幅広い参加者の増員を
図っている。
令和５年度は，雨天により中止と
なった。

令和５年度は，コロナ禍前には及ば
ずとも以前の8割ほどの参加者が集
まった。

全国的にマラソン大会
が増加しており，参加
者の確保が課題，参加
者の獲得に向けて今ま
で以上に工夫が必要
であるため，実行委員
会で検討していく。

引き続き，子どもや親
子の参加を促す広報
活動を強化していく。

引き続き，補助金を交
付し，スポーツ事業の
充実を図っていく。
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２身体活動・運動

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

33.3% 中止 11.1% 20.8% 13.2%

― ― ― ― ―

各校
0～5人
計85人

各校
0～5人
計79人

各校
0～8人
計77人

各校
0～7人
計78人

各校
0～7

計86人

R元 R2 R3 R4 R5

664人 481人 605人 691人 808人

①全国平均を上回る項目

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

②年間２１０時間の授業支援・
実施校の満足度

③中学校運動部活動指導者派遣数

運動事業利用者数

①「運動事業」
指定施設
「運動教室」指
定施設

②なし

事業概要
（対象者・内容等）

所管課

学校教
育部
指導課

千葉県小中学
校体育連盟柏
支部

①オークスフィッ
トネス，セントラ
ルスポーツ，柏
洋スイマーズ各
校で選出した部
活動指導者，契
約課により契約
されたサポート
事業担当業者
②なし

学校体育の
促進関連事
業

連携機関

柏市フィットネス
振興会
スポーツ課

被保険者の健
康の保持増進

①児童生徒の
体力向上

②支援を必要と
する児童の運動
への意欲・技能
の向上

③運動部活動
に加入している
生徒の意欲・技
能の向上

期待する効果

①「新体力テスト」の実施
市内小中学校児童生徒・
握力等計8項目

②「小学校体育授業サ
ポート事業」
小学校10校・特別支援学
級を中心とした体育の授
業支援

③「運動部活動指導者派
遣事業」
中学校運動部活動・専門
的な指導ができる運動部
活動指導者の派遣

18歳以上の柏市国保被
保険者と後期高齢者医
療保険被保険者に対し，
申請に基づき保健事業
利用券を年間8枚交付（1
枚1,000円相当）。１８歳
から３８歳までの健康診
査事業，はり等施術事
業，お口のクリーニング
事業，運動事業に利用で
きる。
運動事業は，運動習慣
の獲得及び継続を支援
するため，市の指定を受
けた運動施設で入会時
にかかる費用や運動指
導・運動教室の利用費用
を助成する。

事業名

保健事業利
用費助成事
業
（運動事業）

○

○ △

ライフステージ

○ ○

平成29年度から保健事業利用助成
事業のメニューに，運動習慣の獲得
及び継続を支援し，健康の保持増
進を図ることを目的に運動事業を追
加している。
保健事業利用券申請者に対する運
動事業の利用者の割合は，令和２
年度に新型コロナウイルス感染症
の影響により１次的に減少はあった
が，その後は増加している。
　
●令和６年度の取り組み
今後も継続し，特定健康診査等で，
生活習慣の改善を要し，運動習慣
の獲得等が望ましい方に対し，保健
事業利用助成事業の利用案内を実
施していく。

体力向上に関する事業について
は，令和４年度に引き続き，千葉県
小中学校体育連盟柏支部と連携
し，体つくり運動をテーマに研究を
行った。外部講師から講義をいただ
くと共に，先進的に取り組んでいる
学校の実践事例について広く共有
することができた。
小中学校における体力テストの点
数は下降傾向に歯止めがかかって
きたように見受けられる項目もある
が，依然として低水準が続いている
ため，行動制限緩和後の状況に注
視しつつ，体力向上に向けた学校
体育における具体的取り組みにつ
いて検討する。また，体育学習以外
の運動機会を意図的に創出し，運
動習慣を身に着けさせることも必要
であると考える。

被保険者の健康の保
持増進を図るため，事
業を継続実施していく。

体育の授業に関する
研究主題について，令
和６年度より，「『学び』
のある体育のあり方」
～小中学校の連携を
見通した系統的な指導
～となった。また，外部
講師とタイアップをしな
がら，個人・集団の研
修につなげていく。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和７年度の方向性

健康医
療部
健康増
進課
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２身体活動・運動

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

3,014人 中止 66人 1,133人 2,635人

2,874人 中止 66人 1,133人 1,736人

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 2,833人 3,882人 4,765人 6,472人

1,035人 373人 46人 409人 447人

38人 中止 中止 中止 28人

啓発実施者数（身体活動・運動）

依頼の健康教育参加者数（保健師）

※H30年度～健康増進課として計上

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

啓発実施者数（身体活動・運動）

啓発実施者数（全数）

啓発実施者数（全数）

健康医
療部
健康増
進課

啓発事業
（◇)

○

期待する効果事業名

健康医
療部
地域保
健課

庁内関係各課

各種団体及び
企業関係

①第一生命
　モラージュ柏
　タカラッシュ
　花王

庁内関係各課

柏市民健康づく
り推進員

各種団体及び
企業関係

①なし
②なし

　（２）身体活動・運動に取り組みやすい環境づくり

　　③１日の歩行時間の増加

　　④地域活動やボランティア活動への参加意識向上

所管課

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

連携機関
事業概要

（対象者・内容等）

健康づくり普
及啓発事業
（＊）

イベント,健康教育等の中
で運動, 食, タバコ等健康
に関する啓発を実施。一
般市民を対象とし，幅広
いテーマについての啓発
を行う。

地域サロン等を中心とし
た健康教育や各イベント
の中で運動, 食,タバコ等
健康に関する啓発および
地域支援を実施。一般市
民を対象とし，幅広い
テーマについての啓発を
行う。

○

○

○

○

○ ○ ○

出前講座等の対面の
研修を通した啓発教育
の実施。
また，効果的な啓発実
施のための情報収集
や，方法についての検
討を行い，実施につな
げていく。

令和５年度は千葉県実施のがん予
防展が柏市で実施され，アリオ柏で
周知啓発を実施したほか，図書館，
沼南支所ロビー，イトーヨーカドー柏
店等で実施されたイベントにて，ポ
スター掲示やリーフレット等の配布
による啓発活動を実施した。また，
出前講座の受付を再開し，対面で
の啓発教育を実施することができ
た。令和６年度は，出前講座を継続
するとともに，がん予防の啓発につ
いて教育資材等の見直しを行う。

地域健康講座や健康
教育等による啓発を実
施し，地域における健
康づくりを推進する。

令和７年度の方向性
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

多くの地域で市民を対象とした地域
健康講座や地域行事を再開するこ
とができた。また，推進員活動にお
いて今後の啓発事業に繋がるよう，
内部研修を実施した。市民参集型
の活動を再開し，令和６年度も同様
に継続して実施している。

ライフステージ

○
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２身体活動・運動

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

H30 R元 R2 R3 R4

2,323冊 2,256冊 2,139冊 2,124冊 1,929冊

71人 72人 150人 208人 187人

R元 R2 R3 R4 R5

11回 中止 中止 7回 10回

177人 中止 中止 79人 106人

9回 中止 2回 3回 36回

332人 中止 46人 106人 1,137人

R元 R2 R3 R4 R5

3,303人 中止 中止 2,673人 2,770人

地域健康講座参加者数

スポーツ推進委員活動参加者数

実施状況

地域ウォーキング実施回数

地域ウォーキング参加者数

地域健康講座実施回数

ウォーキングパスポート申請数回

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

ウォーキングパスポート発行数

地域スポーツの推進役と
して，日ごろスポーツをし
ない人への動機づけなど
を行
い，スポーツ実施率の向
上を図る。

①なし
②なし

①UDCK
②なし

連携機関

＜地域ウォーキング＞
柏市民健康づくり推進員
が主催し，各地域で住民
同士の仲間づくりと
ウォーキングをはじめる
きっかけづくりを図る

柏市民健康づくり推進員
が主催するウォーキング
以外の運動講座

所管課
事業概要

（対象者・内容等）

○
参加者増加と，
スポーツ実施率

の向上

期待する効果

・歩くことが好き
な市民が増える

・市民が運動を
始めるきっかけ
となる

○

健康医
療部
地域保
健課

ウォーキング
推進事業
（＊）

健康医
療部
健康増
進課

啓発事業
（＊）

スポーツ推
進委員活動
（＊）

市民生
活部
スポー
ツ課

事業名

柏市スポーツ推
進委員協議会

市民ウォーキン
グ団体
千葉県ウォーキ
ング協会
我孫子市

柏市民健康づく
り推進員

・市民が運動を
始めるきっかけ
となる

・市民の運動時
間が増える

○

○

①なし
②なし

身近な運動である「歩くこ
と」が好きな市民が増
え，主体的・積極的な健
康づくりが進められるよ
う，ウォーキングパス
ポートの活用促進を展開
する。
市民が歩きやすい環境
をつくるために，ウォーキ
ングマップの活用促進を
展開する。

○

△ ○ ○

ライフステージ

○

○

○

○

○

ウォーキングパスポートについて
は，市民の申請者数の増加に伴
い，４０～６０代の利用率の増加も
見られた。
若い世代の利用率が低いことが課
題となっているため，令和６年度も
継続して若い世代を含めた幅広い
世代が歩くことへの興味関心をもっ
てもらえるようなツールを検討し具
体化に向けた取り組みを進めてい
く。
UDCK主体の健康まちづくり部会で
は，令和２年度に設置したウォーカ
ブルサインの評価，健康に関するア
プリの実施・評価を行った。令和５
年度以降も市の立場でまちづくりの
観点からも健康推進を行う。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

多くの地域で市民を対象とした地域
健康講座や地域行事を再開するこ
とができた。また，推進員活動にお
いて今後の啓発事業に繋がるよう，
内部研修を実施した。市民参集型
の活動を再開し，令和６年度は健康
増進課とも連携しながら，地域での
活動を継続していく予定。

地域健康講座や健康
教育等による啓発，地
域ウォーキングを実施
し，地域における健康
づくりを推進する。

コロナ禍以前と同等数
の方々に参加していた
だけるよう，幅広く参加
者を募る工夫に取り組
み，地域スポーツの推
進に一層取り組む。

令和７年度の方向性

○

○

令和５年度は，コロナ禍以前には及
ばないが参加者数は回復傾向であ
る。
令和６年度においては，令和５年度
同様平常通り，地域に密着した活
動を続けていく。

日常的な身体活動量
の増加に向けて，「歩
数」を意識するような働
きかけ，環境整備を行
う。若い世代を含めた
幅広い世代に，歩くこと
への興味関心をもって
もらえるようなツールの
具体化に向けた取り組
みを進める。
現在実施している健康
相談等で運動勧奨の
一環として提案してい
く。
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３休養・こころの健康

３．休養・こころの健康

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

延652人 延178人 延30人 延1,391人 延１６９人

68人 中止 中止 動画配信 動画配信

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

1回 2回 2回 2回 2回

　（１）睡眠等による十分な休養の確保

　　①睡眠による休養を十分にとれていない人の割合の減少

（２）上手なストレス解消

　　②ストレスを感じた人の割合の減少

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

出前講座参加者数

市民講座参加者数

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

推進委員会実施回数

令和７年度の方向性

事業の集大成となる年
度であり，フレイル予防
の新たな展開に沿った
事業構築を進める。
フレイル予防によるま
ちづくり実現のため，か
しわフレイル予防ポイ
ントのアプリ化による地
域における市民主体の
活動の促進と啓発に努
める。

ライフステージ

期待する効果

市民の意識・行
動変容（栄養，
身体活動，社会
参加の促進）

○○○

引き続き，精神障害に
も対応した地域包括ケ
アシステム推進事業の
中で，啓発の取り組み
を充実していく。

―

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察及
び令和６年度の取り組みについて

○

①たんぽぽセン
ター　（精神障害
にも対応した地
域包括ケアシス
テム構築推進事
業）
②なし

期待する効果

○

連携機関

ライフステージ

令和７年度の方向性

より多くの市民
が，こころの健康
や精神疾患に関
する理解を深
め，正しい知識
を学ぶことがで
きる。

○

こころの病気
の啓発・普
及活動
(＊)

〈出前講座〉
こころの健康について講
座形式で，正しい知識の
普及啓発を行う。

〈市民講座〉
講演会により，精神疾患
に関する正しい知識の普
及啓発を行う。

事業概要
（対象者・内容等）

事業名

○

【出前講座】19機関から依頼があり，今後
WEBでの開催も検討していく。
【市民講座】
動画配信にて「精神科医師に聞いてみよ
う！～思春期のメンタルヘルスについて」
を行い，幅広い市民への普及啓発を行っ
た。

精神障害にも対応した地域包括ケアシス
テム構築推進事業として，民間事業所と協
働した普及啓発を行っていく。

柏フレイル予
防プロジェク
ト2025
(＊)

「フレイル（虚弱）」という
概念を新たに取り入れ，
市民，関係団体,学識経
験者，市による「推進委
員会」を設置・運営しなが
ら，健康づくり事業の効
果的な連動と地域を基盤
とした市民主体の活動を
推進

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察及
び令和６年度の取り組みについて

柏フレイル予防プロジェクト2025について
は，フレイル予防に関わる学術機関や市
民団体等が参加し，取り組み状況の共有
や今後に向けた意見交換を実施した。
フレイル予防の啓発として，ラコルタ柏フェ
スタや柏の葉ウォーキングフェスタなどで
の各種イベント，イオンモール柏や道の駅
しょうなんでポイントカード発行を行うととも
に，啓発品を配付した。また，フレイル予防
の三本柱として【か・し・わ】という表現を掲
げたパンフレット及びエコバッグの作成を
行った。
令和６年度は，2025年以降の取り組みの
方向性について検討する。また，健康アプ
リの導入によるフレイル予防活動への参
加者数増加や，新たに作成した啓発物を
効果的に活用したフレイル予防の自分ごと
化の推進を目標とする。

①第一生命，介
護事業者，イオ
ン，JR東日本,
フィットネス振興
会，ダンロップス
ポーツウエルネ
ス，吉田記念テ
ニス研修セン
ター，スマート
フィット100，ジェ
クサー・ジムフ
ラット，さんち
家，野菜レストラ
ンSHONAN，わ
とか食堂

事業概要
（対象者・内容等）

所管課

所管課

健康医
療部
健康政
策課
地域包
括支援
課

健康医
療部
保健予
防課

事業名 連携機関

医師会，歯科
医師会，薬剤
師会，東京大
学，ふるさと協
議会，社会福
祉協議会，民
生委員児童委
員，柏市民健
康づくり推進
員，スポーツ
推進委員，東
葛北部栄養士
会，リハビリ
テーション連
絡会，地域包
括支援セン
ターなど

20



３休養・こころの健康

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

延652人 延178人 延30人 延1,391人 延べ１６９人

68人 中止 中止 動画配信動画配信

R元 R2 R3 R4 R5

49件 43件 45件 52件 70件

1,774件 1,507件 1,172件 1,263件 1,160件

7,827件 7,768件 8,048件 7,883件 8,299件

R元 R2 R3 R4 R5

3,284人 3,239人 3,230人 3,194人 3.134人

○

電話相談

 受取者数

①なし
②なし

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

出前講座参加者数

市民講座参加者数

○ ○ ○

・絵本を通じ，親
子のふれあいや
保護者の心安ら
ぐ時間をつくり，
子どもの豊かな
心を育む
・ことばかけやふ
れあいにより，
愛される経験，
守られている経
験を積み重ねる
ことが愛着形成
につながり，乳
幼児の健全な成
長を図る。

柏市ふれあい
ブックスタート
の会

引き続き，精神障害に
も対応した地域包括ケ
アシステム推進事業の
中で，啓発の取り組み
を充実していく。

令和７年度の方向性

ライフステージ

期待する効果

より多くの市民
が，こころの健康
や精神疾患に関
する正しい知識
を学ぶことがで
きる。

○○ ○

【出前講座】19機関から依頼があり，今後
WEBでの開催も検討していく。
【市民講座】
動画配信にて「精神科医師に聞いてみよ
う！～思春期のメンタルヘルスについて」
を行い，幅広い市民への普及啓発を行っ
た。

精神障害にも対応した地域包括ケアシス
テム構築推進事業として，民間事業所と協
働した普及啓発を行っていく。

事業名
事業概要

（対象者・内容等）
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察及

び令和６年度の取り組みについて

○

精神科医師や職員によるこころの健康相
談を実施し，本人や家族の相談に応じた。
相談内容は，受診勧奨や病気の有無，本
人への対応方法が多かった。
複雑多様化する相談内容について，関係
機関と連携しながら，相談支援の充実を図
る。

精神的な問題を
抱えた本人や家
族を支援し，生
活の質の向上を
目指す。

精神科医による相談数（回数）

○ 職員による面談や訪問（延数）

所管課

健康医
療部
保健予
防課

健康医
療部
保健予
防課

○

○

○

こころの病気
の啓発・普
及活動
（＊）

①なし
②なし

①たんぽぽセン
ター　（精神障害
にも対応した地
域包括ケアシス
テム構築推進事
業）
②なし

連携機関

―

―

＜出前講座＞
こころの健康について講
座形式で，正しい知識の
普及啓発を行う。

＜市民講座＞
講演会により，精神疾患
に関する正しい知識の普
及啓発を行う。

こども部
子育て
支援課

生涯学
習部
図書館

健康医
療部
地域保
健課

＜こころの健康相談＞
精神科嘱託医や職員に
よるこころの健康に関す
る相談。

本人・家族
の相談・訪
問支援等
（＊）

1歳6か月児健康診査を
受診する親子に対し，市
民ボランティアが読み聞
かせ体験と絵本をお渡し
しする。

ブックスター
ト事業

複雑多様化する相談
者のニーズに対応でき
るよう，引き続き関係機
関と緊密に連携を図り
対応していく。

令和５年度は，新型コロナウイルスが５類
感染症へ移行されたことを受け，ボラン
ティアによる絵本の読み聞かせを再開し
た。また，ボランティア全体研修会を行い，
ブックスタート事業の理解を深めた。コロナ
禍での読み聞かせ休止期間の影響で，ボ
ランティアの減少が課題となっている。令
和６年度は，ボランティアの募集を行いつ
つ，配付式での実施も行いながら，事業継
続の方法を模索していく。

コロナ禍で退会・休会
により減ってしまったボ
ランティアの募集や，研
修等を行いつつ，安定
的な事業継続の方法を
検討していく。
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３休養・こころの健康

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

122,973人 80,354人 98,602人 107,346人 130,320人

R元 R2 R3 R4 R5

8回 4回 7回 9回 7回

175人 1,144人 104人 133人 127人

―
①なし
②なし

講座で学んだこ
とを，生活の中
で取り入れても
らい，健康で長
生きをする。

○

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

 地域子育て支援拠点事業
延利用者数

講座実施状況

実施回数

参加者数

○

乳幼児及びその保護者
が相互の交流を行う場
所を開設し，子育てにつ
いての相談，情報の提
供，助言その他の援助を
行う事業（児童福祉法第
６条の３第６項に規定さ
れる事業）

①なし
②なし

＜公立＞
　令和５年度は予約制で実施し，市民の
ニーズに応えた。
　令和６年度についても予約制は継続しな
がら実施していく。また，昼過ぎからの利
用者は少ない傾向があるため，お子さん
の生活リズムやニーズと利用時間の枠が
見合っているかどうか等検討する。
（保育運営課）

（子育て支援課）
5月に新型コロナウイルスが5類に引き下
げられたことで，予約制から自由来館制へ
移行をした拠点も多く，子育て中の親子の
交流等の場として機能した。
令和６年度は利用者ニーズに沿った育児
講座を実施するなど更なる利用者の増加
に努め支援施設の認知度向上を目指す。

―

連携機関 期待する効果所管課

ライフステージ

生涯学
習部
中央公
民館

こども部
子育て
支援課

こども部
保育運
営課

事業概要
（対象者・内容等）

事業名

高齢者教育
事業
いきいきセミ
ナー

高齢者が健康でより充実
した豊かな人生を送るた
め地域の方々と交流を
深め,互いに学ぶことによ
り,良好な人間関係を築き
社会的能力を高め,めま
ぐるしく移り変わる社会
に順応できる能力を養
う。

地域子育て
支援拠点事
業

子育て中の親子
の孤立や子育て
に対する不安の
減少。

○

高齢者の方が，地域の方々と交流を深め
互いに学ぶことにより，めまぐるしく移り変
わる社会に順応できる能力を養うことを目
的として事業実施を展開した。
次年度以降も，良好な人間関係を築き社
会的能力を高めることができるよう，講座
の充実を図る。

令和７年度の方向性

継続
・但し，従来の年齢等
による事業区分ではな
く，生涯学習事業として
一本化したなかで進め
ていく。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察及
び令和６年度の取り組みについて

＜公立＞
　利用者数を増やして
いけるよう市民にPRを
し，従来通りの受け入
れを目指す。（保育運
営課）

（子育て支援課）
引き続き，乳幼児親子
が利用しやすい場とな
るよう環境を整えるとと
もに，事業の充実を図
る。
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３休養・こころの健康

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

64人 68人 63人 55人 未発表

14.9 15.9 14.7 12.7 未発表

○

　（３）自殺予防対策　

　　③自殺者数の減少

○

平成３１年３月に策定した「柏市自殺予防
対策計画」に基づき対策を推進している。

【令和５年度の取り組み】
柏市自殺予防対策連絡会議(１０，１，３月)
・第２次柏市自殺対策計画の策定につい
て
・柏市の自殺者数の状況について
・自殺者数の推移（男女比・年代別）
・柏市自殺対策計画の進捗状況
（評価指標，主要事業の進捗確認，コロナ
禍における庁内での課題，令和５年度に
向けた取り組み）

柏市自殺予防対策庁内連絡会議(５，１０，
１２月)
・死亡小票の分析調査の結果報告
・柏市の自殺者の状況に関する調査分析
に関する保健所関係課との意見交換
(保健予防課，健康増進課)

第２次柏市自殺対策計画の策定

【今後の課題と考察・令和６年度の取り組
み】
令和５年度３月に策定した第２次柏市自殺
対策計画に基づき，柏市自殺予防対策連
絡会議及び柏市自殺予防対策庁内連携
会議等を通じ，庁内外における連携をは
かり，本市の状況に即した自殺予防対策
の構築を行う。

庁内関係部
局，医師会，
民生委員児童
委員協議会，
柏警察署，千
葉大学，柏商
工会議所，柏
労働基準監督
署，柏市社会
福祉協議会等

所管課

福祉部
福祉政
策課

①なし
②なし

連携機関事業名

自殺予防対
策事業

事業概要
（対象者・内容等）

自殺者の減少を目的とし
て，各関係機関との情報
共有の場である自殺予
防対策連絡会議を開催

○

ライフステージ

期待する効果

○ ○○自殺者の減少

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察及
び令和６年度の取り組みについて

自殺者数

人口１０万人対率

令和７年度の方向性

コロナ禍で浮き彫りに
なった，子供や女性の
自殺防止への取り組み
や，国の大綱で示され
た重点取り組み事項を
研究し，令和5年度に
策定した第2次柏市自
殺対策計画に基づき必
要な事業の検討を行
い，自殺者数の減少を
目指す。
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３休養・こころの健康

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

64人 68人 63人 55人 未発表

14.9 15.9 14.7 12.7 未発表

【令和５年度の取り組み】
・インターネットゲートキーパー事業(R3～)
　→Googleで自殺に関する検索をした方に相
談窓口を表示，相談につなげた。この他動画
作成及び配信した。「夏休み中のお子さんが
いる保護者に向けた動画（カブ家族）
・居場所づくりに関するモデル事業(R3～)
　→自殺予防対策コーディネーターを配置し，
孤立から自殺へと進まないための居場所の調
査や，地域の資源をまとめたリーフレット作成
　→児童生徒の保護者に向けたリーフレットを
作成。児童生徒課の協力のもと，柏市内の公
立学校に配架。
　→支援者向けゲートキーパー研修開催
・無料対面談事業
　→相談者数は数年間増加傾向にある。
・ゲートキーパー養成研修
　→一般市民向け，子供をもつ保護者向け，
支援者向けなど，テーマをもった講座を開催。
・認知行動療法サポーター養成講座
　→２回開催。身近にある不安への対処法に
ついて，認知行動療法に基づく講座を開催。
・自死遺族支援事業
　→わかちあいの会や茶話会を開催。

【今後の課題と考察・令和６年度の取り組み】
所定のゲートキーパー研修に参加された方の
うち希望者に普及啓発サポーター「フキュー
ズ」として活動してもらう予定。
相談事業の件数や，ゲートキーパー研修事業
等への参加者が増加傾向にあり，悩みを持つ
方が増加していることが伺える。これらの事業
について継続実施するとともに，相談窓口や
居場所の周知促進を行うべく，リーフレットや
カード等の作成・配架を進める。
また，令和５年度に第２次柏市自殺対策計画
の策定をした。これに基づき柏市自殺予防対
策連絡会議及び柏市自殺予防対策庁内連携
会議等を通じ，庁内外における連携をはかり，
本市の状況に即した自殺予防対策の構築を
行う。

福祉部
福祉政
策課

所管課

①なし
②なし

千葉県地域
自殺対策強
化事業費補
助金事業

普及啓発・相談事業・人
材育成・遺族支援・こころ
の健康づくり・医療連携
の各事業を柱として，一
次予防（事前予防）・二次
予防（危機対応）・三次予
防（事後対応）の観点か
ら対策を実施

庁内関係部
局，医師会，
民生委員児童
委員協議会，
柏警察署，千
葉大学，柏商
工会議所，柏
労働基準監督
署，柏市社会
福祉協議会等

事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ

○○自殺者の減少 ○○ ○ ○

令和７年度の方向性

自殺者数

人口１０万人対率

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察及
び令和６年度の取り組みについて

既存事業については概
ね継続実施予定だが，
令和５年度より，千葉
県地域自殺対策強化
事業費補助金の交付
要綱(交付上限額)に変
更があった。

コロナ禍で浮き彫りに
なった，子供や女性の
自殺防止への取り組み
や，国の大綱で示され
た重点取り組み事項を
研究し，令和5年度に
策定した第2次柏市自
殺対策計画に基づき必
要な事業の検討を行
い，自殺者数の減少を
目指す。
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３休養・こころの健康

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

49件 43件 45件 52件 70件

1,774件 1,507件 1,172件 1,263件 1,160件

7,827件 7,768件 8,048件 7,883件 8,299件

R元 R2 R3 R4 R5

651人 中止 37人 1,133人 2,635人

R元 R2 R3 R4 R5

3,257人 3,115人 2,994人 3,107人 2,864人

100% 100% 100% 100% 100%

R元 R2 R3 R4 R5

3,182人 3,271人 3,132人 2,985人 3,019人

96.2% 95.6% 95.4% 96.9% 97.5%

○

○

○

庁内関係各課

柏市民健康づ
くり推進員

各種団体及び
企業関係

庁内関係各課

産科医療機関
等

連携機関

庁内関係各課

医療機関等
（産科，小児
科，精神科等）

本人・家族
の相談・訪
問支援等
（＊）

地域サロン等を中心とし
た健康教育や各イベント
の中で運動, 食,タバコ等
健康に関する啓発およ
び地域支援を実施。一般
市民を対象とし，幅広い
テーマについての啓発を
行う。

精神科医師や職員によるこころの健康相
談を実施し，本人や家族の相談に応じた。
相談内容は，受診勧奨や病気の有無，本
人への対応方法が多かった。
複雑多様化する相談内容について，関係
機関と連携しながら，相談支援の充実を図
る。

健康医
療部
保健予
防課

健康医
療部
地域保
健課

健康医
療部
地域保
健課

所管課

健康医
療部
地域保
健課

妊娠届出受理時，専門
職が面談をして，こころ
の健康チェックを実施。
気分の落ち込みや不安
の有無を確認し，早期に
支援を開始する。

①なし
②なし

①なし
②なし

①なし
②なし

妊娠届出受
理と母子健
康手帳交付
事業
(◇)

＜こころの健康相談＞
精神科嘱託医や職員に
よるこころの健康に関す
る相談。

事業概要
（対象者・内容等）

市内の乳児がいる全家
庭を訪問。生後3か月ま
でに保健師・助産師が新
生児訪問を実施し，育児
支援チェックリスト・産後
うつの早期発見のスク
リーニング指標（ＥＰＤ
Ｓ）・赤ちゃんへの気持ち
質問票（ボンディング）を
用いて，育児ストレスが
高いと思われる方への
訪問等の継続支援を実
施。

事業名

啓発事業
（＊）

―

乳児家庭全
戸訪問事業

妊娠や出産への
不安が高い方
や，うつ病の疑
いのある方に対
し，早期発見・早
期支援ができ
る。

○

期待する効果

精神的な問題を
抱えた本人や家
族を支援し，生
活の質の向上を
目指す。

○○ ○

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをすること
で,健康に関する
気づきの場を作
る。

育児ストレスが
高いと思われる
方や，医療の必
要な産後うつ病
の疑いのある方
に対し，早期発
見・早期支援が
できる。

○

○○ ○

ライフステージ

多くの地域で市民を対象とした地域健康講
座や地域行事を再開することができた。ま
た，推進員活動において今後の啓発事業
に繋がるよう，内部研修を実施した。市民
参集型の活動を再開し，令和６年度も同様
に継続して実施している。

母子健康手帳交付時の専門職の面談率

平成29年10月より，専門職による全数面接
の体制を整えた

母子健康手帳交付状況

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察及
び令和６年度の取り組みについて

保健師，助産師による新生児訪問等にお
いて，産後うつ等こころの問題を抱える産
婦を早期発見し，早期支援に繋げた。早期
の訪問に向け，産後ケア等他事業との連
携を強化し，出生連絡票提出方法に電子
申請を追加実施した。そのため，電子申請
割合の増加，新生児訪問への早期対応に
つながっている。令和6年度は，要支援者
のフォロー基準の再確認や訪問票の修正
を行っていく。また出生連絡票の電子申請
における周知を拡げていく。

平成28年度より，妊産婦・新生児訪問とこん
にちは赤ちゃん訪問を統合し，乳児家庭全戸
訪問事業を開始した。平成29年4月～全数訪
問としての取り組みを開始。※平成27年以前
は新生児訪問として希望者のみに実施して
いた。

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

乳児家庭全戸訪問事業面談率

複雑多様化する相談
者のニーズに対応でき
るよう，引き続き関係機
関と緊密に連携を図り
対応していく。

電話相談

依頼の健康教育実施者数（全数）

精神科医による相談数（回数）

職員による面談や訪問（延数）

年間計画に基づいた啓
発を実施する。

①なし
②なし

・市民に対する全数訪
問の周知や早期支援
の強化継続。
・出生連絡票の完全電
子申請化に向けてい
く。

○

乳児家庭全戸訪問事業実施者数

・市内４か所の妊娠子
育て相談センター（柏
駅前，柏市役所，ウェ
ルネス柏，沼南支所）
にて，専門職（保健師，
助産師等）による全数
面接の継続。(柏駅前
は4月30日よりTeToTe
に移転）
・周産期におけるメンタ
ルヘルスに関して，関
係機関との連携を強化
していく。

令和７年度の方向性

・妊娠届出受理時に専門職（保健師，助産
師等）による全数面接を実施。書面上では
把握出来ない気分の落ち込みや不安の有
無等を面談にて確認。要支援家庭を早期
に把握し，必要な支援に繋げた。
・伴走型相談支援を含めた出産子育て応
援給付金事業と連携し，切れ目のない支
援体制の強化に取り組んだ。
・産科医療機関や精神科医療機関と連携
を図り，メンタルヘルスの問題を抱える妊
産婦の支援を強化した。
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３休養・こころの健康

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 2,833人 3,882人 4,765人 6,472人

－ 68人 230人 155人 192人

R元 R2 R3 R4 R5

60社 62社 61社 68社 72社

43社 中止 中止 50社 実施なし

健康医
療部
健康増
進課

健康医
療部
健康増
進課

所管課

地域・職域
連携推進事
業（＊）

健康づくり普
及啓発事業
（◇）

庁内関係各課

各種団体及び
企業関係

事業概要
（対象者・内容等）

連携機関

イベント等の中で運動,
食, タバコ等健康に関す
る啓発を実施。一般市民
を対象とし，幅広いテー
マについての啓発を行
う。

△

①なし
②なし

事業名

ライフステージ

○ ○○

期待する効果

○

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをすること
で,健康に関する
気づきの場を作
る。

啓発実施者数（休養・こころの健康）

メール配信登録事業所数

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

令和５年度の協議会では，働く世代の健
康づくりの推進について協議した。講習会
については，実施目的や対象を見直し，実
施しなかった。啓発物品については２事業
所へ貸出をした。データ分析では，健診
データ等を分析し，高血圧予備群が多いこ
とを明らかにした。
令和５年度は事業所の健康づくりの実態
把握を行い，８２事業所から回答があっ
た。その結果，特に中小事業所において
健康づくりの取組がされておらず，また保
健に関する情報が届きにくいことが課題で
あることがわかった。令和６年度はHPや広
報誌を活用し，市内保健サービスや好事
例などの情報発信の強化を行う。また商
工会議所等と連携し，経営者へ直接健康
づくりの推進を働きかける。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察及
び令和６年度の取り組みについて

講習会参加事業所数

令和５年度は千葉県実施のがん予防展が
柏市で実施され，アリオ柏で周知啓発を実
施したほか，図書館，沼南支所ロビー，イ
トーヨーカドー柏店等で実施されたイベント
にて，ポスター掲示やリーフレット等の配
布による啓発活動を実施した。また，出前
講座の受付を再開し，対面での啓発教育
を実施することができた。令和６年度は，
出前講座を継続するとともに，がん予防の
啓発について教育資材等の見直しを行う。

出前講座等の対面の
研修を通した啓発教育
の実施。
また，効果的な啓発実
施のための情報収集
や，方法についての検
討を行い，実施につな
げていく。

啓発実施者数（全数）

令和７年度の方向性

○○

協議会委員等と連携
し，市内事業所へのア
プローチ方法の検討を
進めていく。
事業所訪問と情報発信
を継続し，HPでの情報
の蓄積と好事例の横展
開を図っていく。また事
業所のニーズに合わせ
た情報発信を行ってい
く。

柏地域・職域連携推進協
議会
事業所向けの健康情報
等のメール配信
啓発リーフレットの配付
事業所向け講習会

柏労働基準監
督署
柏労働基準協
会
柏商工会議所
柏市沼南商工
会
代表企業(2社)
東葛北部地域
産業保健セン
ター
全国健康保険
協会千葉支部
柏市医師会
柏歯科医師会

①第一生命保険
株式会社，明治
安田生命保険相
互会社
②十余二工業団
地連絡協議会

働く世代の生活
習慣病予防とこ
ころの健康づくり
の推進

社員の健康づく
りに積極的に取
り組む事業所の
増加
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３休養・こころの健康

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

84人 99人 109人 137人 177人

3,248件 1,621件 1,731件 1,957件 3,628件

1,273件 946件 780件 1,100件 1,529件

589件 555件 705件 682件 877件

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

きぼうの園・学習相談室入室入級者数

教育相談件数（電話）

教育相談件数（来室・訪問等）

学校教
育部
児童生
徒課

所管課

－

事業概要
（対象者・内容等）

連携機関

不登校児童
生徒の支援
事業

事業名 期待する効果

ライフステージ

○○

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察及
び令和６年度の取り組みについて

市内小中学生の不登校数は，ここ数年増
加の一途である。きぼうの園や学習相談
室は，不登校児童生徒にとって学習をした
り友達とかかわったりすることで，安心して
過ごすことができる居場所としての機能を
果たしている。また，家庭訪問事業は，引
きこもりがちの児童生徒や保護者にとっ
て，相談をしたり関わったりできる貴重な
機会となっている。
令和５年度より，きぼうの園と学習相談室
を一括して「教育支援センター」とし，新た
に「柏たなか」を新設。これまでよりも市北
部地区での家庭訪問が充実されるように
なる。今後も周知を図り，関係機関とまだ
つながりを持てずにいる児童生徒や保護
者とかかわっていき，社会的な自立を目指
すための支援を行っていく。

教育相談件数（家庭訪問）

令和５年度より，「教育
支援センター」を市内
全域５カ所に設置した。
今後は，センターにした
設置目的・教育相談機
能・学習支援など，より
効果的な場所となるよ
う運営していく。また，
SSWやSCとの連携を
密にし，誰一人取り残
さない支援を継続して
いく。

令和７年度の方向性

①eboard
②なし

市内の小中学校で，何ら
かの要因による不登校
状態の児童生徒を対象
に行う支援事業。本人の
自立を促すとともに，学
びの保障と居場所づくり
を目指し，学習支援や訪
問活動等を行っている。

・不登校児童生
徒の学習保障。
・家庭と学校以
外の居場所の確
保。
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４喫煙

４．喫煙

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

16校 5校 6校 8校 18校

14,214枚 14,195枚 14,195枚 13,500枚 12,644枚

21,016枚 22,461枚 23,846枚 23,603枚 23,647枚

R元 R2 R3 R4 R5

651人 中止 37人 1,133人 2,635人

1,096人 1,070人 984人 924人 863人

事業名

タバコ対策
(◇)

○○
①なし
②なし

柏ノースモッ子新聞配布数

　（１）喫煙・受動喫煙が及ぼす健康影響に関する知識の普及

　　①喫煙率の減少

　　②喫煙・受動喫煙が及ぼす健康影響に関する認識をもつ成人の割合の増加

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

出張講座実施校数

サードハンド・スモークチラシ配布数

ライフステージ

○○

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察
及び令和６年度の取り組みについて

所管課

健康医
療部
健康増
進課

柏ノースモッ子作戦協
議会
柏ノースモッ子作戦出
張講座
柏ノースモッ子新聞の
作成・配付
乳幼児保護者向けリー
フレット作成

「ノースモッ子作戦」として，出張講座，
柏ノースモッ子新聞の発行等を行っ
た。
出張講座については，学校薬剤師を中
心として実施し，薬物乱用防止教室
等，「ノースモッ子」を冠さない講座にお
いても喫煙による健康への影響や依存
症に関する内容も含めて講話してい
る。
世界禁煙デーに合わせて，柏ノース
モッ子新聞を，令和４年度同様，小学
校高学年と，中学校全学年を対象に配
付した。さらに幼稚園，保育園及び小
学２年生の保護者向けに「サードハン
ド・スモーク」に関するチラシの作成・配
付を実施した。
令和６年度は，引続き出張講座の実
施，出張講座拡大・サードハンド・ス
モークに関するチラシの配布及び柏
ノースモッ子新聞の配布等を継続的に
実施し，周知啓発に努めていく。

令和７年度の方向性

健康増進計画の目標値
達成に向け，関係各課
と相互連携及び情報共
有を図る。
また，利用者が増加傾
向にある新型タバコに関
するエビデンスに基づい
た正しい知識の普及を
目指し啓発を強化してい
く。

健康医
療部
地域保
健課

庁内関係各課
柏市民健康づくり
推進員
各種団体及び企
業関係

禁煙をする市民
が増える
喫煙する市民が
減る
学校の周囲で
喫煙する大人が
減る
タバコの害や受
動喫煙について
正しい認識を持
つ市民の増加

○ ○

健康教育・啓発実施者数（全数）

○

○○ ○
妊娠届出時の周知

多くの地域で市民を対象とした地域健
康講座や地域行事を再開することがで
きた。また，推進員活動において今後
の啓発事業に繋がるよう，内部研修を
実施した。市民参集型の活動を再開
し，令和６年度も同様に継続して実施し
ている。
妊娠届出面談時に，喫煙している妊
婦，家族に喫煙者がいる妊婦に対して
個別に禁煙啓発活動を行った。

○

○

地域サロン等を中心と
した健康教育や各イベ
ントの中で運動, 食,タバ
コ等健康に関する啓発
および地域支援を実
施。一般市民を対象と
し，幅広いテーマにつ
いての啓発を行う。

妊娠届出時に妊婦と家
族に対して個別に周知
を行う。

期待する効果

啓発事業
(＊)

連携機関

柏市医師会
柏歯科医師会
柏市薬剤師会
タバコ問題を考え
る会・千葉
柏商工会議所
柏市私立幼稚園
協会
柏市PTA連絡協
議会
柏市民健康づくり
推進員連絡協議
会
柏市民生委員児
童委員協議会
柏市小中学校校
長会
柏市小中学校養
護教諭会
地域保健課
保育運営課
環境サービス課
学校保健課
少年補導センター

事業概要
（対象者・内容等）

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

①なし
②なし

年間計画に基づいた啓
発を実施する。
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４喫煙

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 中止 3,882人 4,765人 6,472人

2,224人 中止 752人 719人 2,102人

38人 中止 中止 中止 28人

R元 R2 R3 R4 R5

60社 62社 61社 68社 72社

43社 中止 中止 50社 実施なし

健康医
療部
健康増
進課

△

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

※H30年度～健康増進課として計上

啓発実施者数（全数）

啓発実施者数（喫煙）

※H29年度～
柏市民健康づくり推進員活動については別掲

※H29年度～
柏市民健康づくり推進員活動については別掲

○ ○

令和５年度は千葉県実施のがん予防
展が柏市で実施され，アリオ柏で周知
啓発を実施したほか，図書館，沼南支
所ロビー，イトーヨーカドー柏店等で実
施されたイベントにて，ポスター掲示や
リーフレット等の配布による啓発活動を
実施した。また，出前講座の受付を再
開し，対面での啓発教育を実施するこ
とができた。令和６年度は，出前講座を
継続するとともに，がん予防の啓発に
ついて教育資材等の見直しを行う。

ライフステージ
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察

及び令和６年度の取り組みについて

依頼の健康教育参加者数（講師：保健師）

○

所管課 事業名 連携機関

イベント等の中で運動,
食, タバコ等健康に関す
る啓発を実施。一般市
民を対象とし，幅広い
テーマについての啓発
を行う。

健康づくり
普及啓発事
業
（＊）

①第一生命保険
株式会社，明治
安田生命保険相
互会社
②十余二工業団
地連絡協議会

働く世代の生活
習慣病予防とこ
ころの健康づく
りの推進

社員の健康づく
りに積極的に取
り組む事業所の
増加

地域・職域
連携推進事
業（＊）

柏地域・職域連携推進
協議会
事業所向けの健康情報
等のメール配信
啓発リーフレットの配付
事業所向け講習会

事業概要
（対象者・内容等）

期待する効果

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

庁内関係各課

各種団体及び企
業関係

①モラージュ柏
　第一生命
②なし

柏労働基準監督
署
柏労働基準協会
柏商工会議所
柏市沼南商工会
代表企業(2社)
東葛北部地域産
業保健センター
全国健康保険協
会千葉支部
柏市医師会
柏歯科医師会

健康医
療部
健康増
進課

令和７年度の方向性

出前講座等の対面の研
修を通した啓発教育の
実施。
また，効果的な啓発実
施のための情報収集
や，方法についての検
討を行い，実施につなげ
ていく。

○ ○

協議会委員等と連携し，
市内事業所へのアプ
ローチ方法の検討を進
めていく。
事業所訪問と情報発信
を継続し，HPでの情報
の蓄積と好事例の横展
開を図っていく。また事
業所のニーズに合わせ
た情報発信を行ってい
く。

令和５年度の協議会では，働く世代の
健康づくりの推進について協議した。講
習会については，実施目的や対象を見
直し，実施しなかった。啓発物品につい
ては２事業所へ貸出をした。データ分
析では，健診データ等を分析し，高血
圧予備群が多いことを明らかにした。
令和５年度は事業所の健康づくりの実
態把握を行い，８２事業所から回答が
あった。その結果，特に中小事業所に
おいて健康づくりの取組がされておら
ず，また保健に関する情報が届きにく
いことが課題であることがわかった。令
和６年度はHPや広報誌を活用し，市内
保健サービスや好事例などの情報発
信の強化を行う。また商工会議所等と
連携し，経営者へ直接健康づくりの推
進を働きかける。

メール配信登録事業所数

講習会参加事業所数
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４喫煙

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

50店 － － - -

— — 52店 107店 107店

R元 R2 R3 R4 R5

651人 中止 37人 1,133人 2,635人

2,049人 2,219人 1,811人 1,796人 1,701人

依頼の健康教育実施者数（全数）

幼児健診での周知①なし
②なし

事業概要
（対象者・内容等）

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

○

○○

期待する効果

受動喫煙による
健康被害の減
少

①なし
②なし

○ ○ ○

令和５年度は，改正健康増進法（令和２年
４月改正）に基づいて，引続き，喫煙可能
店の届出対応及び事業所からの問い合わ
せや市民からの苦情対応を実施。
世界禁煙デーには，市内の近隣センター
や禁煙外来及び禁煙支援薬局を中心に禁
煙を呼びかけるポスター約１００枚の掲示
依頼を行った。受動喫煙防止キャンペーン
としては，ティッシュ２４００個を健康増進月
間に配付，カイロ１８００個を庁内各窓口に
て配付することで周知を図った。
また，令和３年度から「禁煙分煙ありがとう
店」に代わり開始した，禁煙に積極的に取
り組むお店を認証する「おいでよ！カシワ
ニ禁煙ステッカー等配付事業」については
現在107店の登録がある。
また，法に規定される受動喫煙防止の周
知ポスターを市内全町会に対して，町会掲
示板への掲出を依頼した。
令和６年度は，市内飲食店や事業所等で
の受動喫煙防止の徹底及び定着を目的に
引続き事業所及び市民の問い合わせに対
応していくとともに世界禁煙デー及び受動
喫煙防止キャンペーンに合わせ効果的な
啓発を実施していく。

啓発事業
（◇)

地域サロン等を中心と
した健康教育や各イベ
ントの中で運動, 食,タバ
コ等健康に関する啓発
および地域支援を実
施。一般市民を対象と
し，幅広いテーマにつ
いての啓発を行う。

幼児健診にて保護者に
対し，個別に周知を行
う。

・健康増進法に基づく指
導等及び同法の周知啓
発
・柏ノースモッ子作戦協
議会
・柏ノースモッ子作戦出
張講座
・柏ノースモッ子新聞の
作成・配付
・乳幼児保護者向け
リーフレットの作成，配
布
・受動喫煙防止キャン
ペーン
・おいでよ！カシワニ禁
煙ステッカー等配付事
業

連携機関

柏市医師会
柏歯科医師会
柏市薬剤師会
タバコ問題を考え
る会・千葉
柏商工会議所
柏市私立幼稚園
協会
柏市PTA連絡協
議会
柏市民健康づくり
推進員連絡協議
会
柏市民生委員児
童委員協議会
柏市小中学校校
長会
柏市小中学校養
護教諭会
地域保健課
保育運営課
環境サービス課
学校保健課
少年補導センター
千葉県

事業名

タバコ対策
（◇）
受動喫煙対
策

庁内関係各課

柏市民健康づくり
推進員

各種団体及び企
業関係

　（２）受動喫煙の防止

令和５年度は依頼の健康教育を全面
的に再開。また，参集型以外の方法で
啓発の機会を確保することができるよう
検討していく。

○ ○

　　③受動喫煙の機会を有する人の割合の減少

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

禁煙分煙ありがとう店登録店

おいでよ！カシワニ禁煙ステッカー登録店（累計）

健康医
療部
地域保
健課

○○

健康医
療部
健康増
進課

所管課
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察

及び令和６年度の取り組みについて

ライフステージ

令和７年度の方向性

法改正の趣旨に基づ
き，適正な運用ができて
いない事業所への助言
や指導を継続し，受動
喫煙防止を推進してい
く。また，法に定められ
た配慮義務を周知して
いくことで，望まない受
動喫煙を減少させてい
く。

○

年間計画に基づいた啓
発を実施する。

○
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４喫煙

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 2,833人 3,882人 4,765人 3,154人

2,224人 373人 752人 719人 2,102人

38人 中止 中止 中止 28人

R元 R2 R3 R4 R5

60社 62社 61社 68社 72社

43社 中止 中止 50社 実施なし

啓発実施者数（喫煙）

依頼の健康教育参加者数（講師：保健師）

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

※H30年度～健康増進課として計上

庁内関係各課

各種団体及び企
業関係

①モラージュ柏
　第一生命
②なし

健康づくり
普及啓発事
業
（＊）

メール配信登録事業所数

講習会参加事業所数

①第一生命保険
株式会社，明治
安田生命保険相
互会社
②十余二工業団
地連絡協議会

○ ○

令和７年度の方向性期待する効果

健康医
療部
健康増
進課

イベント,健康教育の中
で運動, 食, タバコ等健
康に関する啓発を実
施。一般市民を対象と
し，幅広いテーマにつ
いての啓発を行う。

連携機関

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

所管課

地域・職域
連携推進事
業（＊）

柏地域・職域連携推進
協議会
事業所向けの健康情報
等のメール配信
啓発リーフレットの配付
事業所向け講習会

柏労働基準監督
署
柏労働基準協会
柏商工会議所
柏市沼南商工会
代表企業(2社)
東葛北部地域産
業保健センター
全国健康保険協
会千葉支部
柏市医師会
柏歯科医師会

事業概要
（対象者・内容等）

健康医
療部
健康増
進課

事業名

令和５年度の協議会では，働く世代の
健康づくりの推進について協議した。講
習会については，実施目的や対象を見
直し，実施しなかった。啓発物品につい
ては２事業所へ貸出をした。データ分
析では，健診データ等を分析し，高血
圧予備群が多いことを明らかにした。
令和５年度は事業所の健康づくりの実
態把握を行い，８２事業所から回答が
あった。その結果，特に中小事業所に
おいて健康づくりの取組がされておら
ず，また保健に関する情報が届きにく
いことが課題であることがわかった。令
和６年度はHPや広報誌を活用し，市内
保健サービスや好事例などの情報発
信の強化を行う。また商工会議所等と
連携し，経営者へ直接健康づくりの推
進を働きかける。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察
及び令和６年度の取り組みについて

○

令和５年度は千葉県実施のがん予防
展が柏市で実施され，アリオ柏で周知
啓発を実施したほか，図書館，沼南支
所ロビー，イトーヨーカドー柏店等で実
施されたイベントにて，ポスター掲示や
リーフレット等の配布による啓発活動を
実施した。また，出前講座の受付を再
開し，対面での啓発教育を実施するこ
とができた。令和６年度は，出前講座を
継続するとともに，がん予防の啓発に
ついて教育資材等の見直しを行う。

△

○ ○

働く世代の生活
習慣病予防とこ
ころの健康づく
りの推進

社員の健康づく
りに積極的に取
り組む事業所の
増加

ライフステージ

協議会委員等と連携し，
市内事業所へのアプ
ローチ方法の検討を進
めていく。
事業所訪問と情報発信
を継続し，HPでの情報
の蓄積と好事例の横展
開を図っていく。また事
業所のニーズに合わせ
た情報発信を行ってい
く。

出前講座等の対面の研
修を通した啓発教育の
実施。
また，効果的な啓発実
施のための情報収集
や，方法についての検
討を行い，実施につなげ
ていく。

啓発実施者数（全数）
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４喫煙

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

372件 338件 365件 450件 439件

　（３）禁煙の支援

　　④禁煙達成率

　　⑤成人の禁煙外来における保険適用に関する認知率

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

25件 25件 30件 23件 22件

35件 38件 38件 39件 39件

所管課 事業名

過料徴収件数

事業概要
（対象者・内容等）

連携機関 期待する効果

ライフステージ

○

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

禁煙支援薬局登録店

○

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察
及び令和６年度の取り組みについて

引き続き，たばこの吸い
殻等，ごみのぽい捨て
に対する環境美化意識
向上に取り組んでいく。
「路上喫煙等防止ぽい
捨てごみ清掃委託」によ
り，路上に捨てられるぽ
い捨てごみの清掃，路
上喫煙防止の啓発活
動，指導業務等に取り
組んでおり，今後も継
続。
一方，ごみゼロ運動をは
じめとする「地域清掃」
や「柏市美化サポーター
制度」に対して市が必要
な支援を行うことで，協
働による美化活動の促
進を図り，市内の環境
美化の推進及び歩行者
等の安全の確保を図
り，快適な生活環境を保
持していく。

令和７年度の方向性

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察
及び令和６年度の取り組みについて

ぽい捨て等
防止事業

ぽい捨てごみ，
路上喫煙・歩行
喫煙者の減少。

防災安全課

①なし
②なし

・禁煙する市民
が増える

・身近な医療機
関で保険による
禁煙指導が受
けられることを
知ることができ
る

期待する効果

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

禁煙外来及び禁煙支援薬局について
はHP上で公開するとともに禁煙支援
マップを作成し周知啓発を図っている。
禁煙支援薬局は，禁煙外来に受診す
る前に，気軽に相談できる場として平
成２８年より薬剤師会を通じた登録制
度として実施している。

柏市国保特定健診受験者に配付する
情報提供紙「かしわ健康づくり通信」
に，市内禁煙外来一覧を掲載。
令和６年度も継続し，引続き周知を行
う。

禁煙を希望している喫
煙者がスムーズに禁煙
できるような支援及び環
境整備を継続して実施
していく。

令和７年度の方向性

事業概要
（対象者・内容等）

○
①なし
②なし

△

ライフステージ

通常の定期パトロールに加え，市民か
らの苦情や情報提供に応じて，該当す
る箇所の巡回を実施し，違反者の監
視・指導を行う等，滞在時間や巡回
コースの工夫を行い，令和５年度にお
いては，主に早朝・夜間の定期パト
ロールで使用する啓発音声を流すス
ピーカーを導入するなど，粘り強い対
応を行っている。
他方では，啓発として，看板の設置，路
面シールの設置を行うとともに，柏駅南
口及び柏駅東口大型デジタルサイネー
ジでの公共案内を継続し，より効果的
な啓発に取り組んでいる。
また，６・９・１２・３月に柏駅及び柏の葉
キャンパス駅周辺における路上喫煙及
びぽい捨ての実態を把握するために散
乱ごみ実態調査を行うと共に，ぽい捨
て等防止を呼びかけながら柏市内を巡
回するキャンペーンを行った。
令和６年度においては，引き続きキャ
ンペーン等を効果的に実施していき，
関係課とも連携して啓発活動に取り組
む。

○ ○

市内禁煙外来実施医療機関数

環境部
環境
サービ
ス課

啓発看板・路面シール・
横断幕の設置等の啓
発を行い，路上喫煙等
防止を推進し，ぽい捨
てごみを減少させる。

△

連携機関所管課

健康医
療部
健康増
進課

事業名

タバコ対策
（◇）

・禁煙外来実施医療機
関の周知
・柏市国保特定健診受
診者へ啓発
・禁煙支援薬局登録店
の周知

柏市医師会
保険年金課
柏市薬剤師会
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４喫煙

　（４）未成年者の喫煙防止

　　⑥喫煙経験率

　　⑦喫煙願望率

　　⑧周囲で喫煙する大人の存在率

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

16校 5校 6校 8校 18校

- 55.6% － － -

- 50.9% － － -

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 2,833人 3,882人 4,765人 6,472人

2,224人 373人 752人 719人 900人

38人 中止 中止 中止 28人

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

※H30年度～健康増進課として計上

引続き，子どもたちの喫
煙経験率及び願望率を
下げるよう，関係各課と
連携しながら事業内容
の充実を図っていく。

令和７年度の方向性

出前講座等の対面の研
修を通した啓発教育の
実施。
また，効果的な啓発実
施のための情報収集
や，方法についての検
討を行い，実施につなげ
ていく。

令和５年度は千葉県実施のがん予防
展が柏市で実施され，アリオ柏で周知
啓発を実施したほか，図書館，沼南支
所ロビー，イトーヨーカドー柏店等で実
施されたイベントにて，ポスター掲示や
リーフレット等の配布による啓発活動を
実施した。また，出前講座の受付を再
開し，対面での啓発教育を実施するこ
とができた。令和６年度は，出前講座を
継続するとともに，がん予防の啓発に
ついて教育資材等の見直しを行う。

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察
及び令和６年度の取り組みについて

出張講座実施校数

啓発実施者数（全数）

○

啓発実施者数（喫煙）

依頼の健康教育参加者数（保健師）

○

ライフステージ

○

小中学校向けの出張講座は，学校薬
剤師を中心として実施し，薬物乱用防
止教室等，「ノースモッ子」を冠さない講
座においても喫煙による健康への影響
や依存症に関する内容も含めて講話し
たため，実施校数が増加した。また，小
学生へは，サードハンド・スモークのチ
ラシ及び柏ノースモッ子新聞の配布を
継続。サードハンド・スモークチラシに
ついては地域保健課と連携し，妊娠届
出時や乳幼児健診の際の配布を行っ
た。
引き続き，関係各課と連携し啓発をして
いく。

○

健康医
療部
健康増
進課

健康づくり
普及啓発事
業
（＊）

イベント，健康教育等の
中で運動, 食, タバコ等
健康に関する啓発を実
施。一般市民を対象と
し，幅広いテーマにつ
いての啓発を行う。

庁内関係各課

各種団体及び企
業関係

①モラージュ柏
　第一生命
②なし

○○

健康医
療部
健康増
進課

期待する効果

タバコ対策
（◇）

・小中学生の喫
煙経験率が減る
・小中学生の「タ
バコがかっこい
いと思う」割合
が減る
・タバコの害に
ついて正しく知
ることができる
・タバコの害に
ついて正しく知
る大人が増える
・禁煙する大人
が増える

事業名所管課

○ ○

周囲で喫煙する大人の存在率(小学6年生)

周囲で喫煙する大人の存在率(中学３年生)

※市内全校アンケート（追跡調査につき３年
に１度の実施）結果

・柏ノースモッ子作戦出
張講座実施
・柏ノースモッ子新聞発
行
・小中学校タバコに関す
るアンケート
・乳幼児保護者向け
リーフレットの作成，配
布

事業概要
（対象者・内容等）

・柏市薬剤師会
・タバコ問題を考
える会・千葉
・市立小中学校
・柏市私立幼稚園
協会
・学校保健課
・保育運営課
・地域保健課

①なし
②なし

連携機関

○
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５飲酒

５．飲酒

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

651人 中止 37人 1,133人 2,635人

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 2,833人 3,882人 4,765人 6,472人

400人 129人 53人 90人 380人

R元 R2 R3 R4 R5

38人 中止 中止 中止 28人

　（１）過度の飲酒が及ぼす健康影響及び適度な飲酒に関する知識の普及

　　①「生活習慣病のリスクを高める飲酒量」の認識率の増加

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

健康教育・啓発実施者数（全数）

連携機関

庁内関係各課

柏市民健康づく
り推進員

各種団体及び
企業関係

啓発事業
（＊）

所管課

健康医
療部
地域保
健課

令和７年度の方向性

年間計画に基づいた
啓発を実施する。

ライフステージ

○

事業概要
（対象者・内容等）

啓発実施者数（全数）

啓発実施者数（飲酒）

依頼の健康教育参加者数（講師：保健師）

期待する効果

①なし
②なし

○

事業名

○ ○ ○

○ ○

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和５年度は依頼の健康教育を全
面的に再開。また，参集型以外の方
法で啓発の機会を確保することがで
きるよう検討していく。

令和５年度は千葉県実施のがん予
防展が柏市で実施され，アリオ柏で
周知啓発を実施したほか，図書館，
沼南支所ロビー，イトーヨーカドー柏
店等で実施されたイベントにて，ポス
ター掲示やリーフレット等の配布によ
る啓発活動を実施した。また，出前
講座の受付を再開し，対面での啓発
教育を実施することができた。令和６
年度は，出前講座を継続するととも
に，がん予防の啓発について教育
資材等の見直しを行う。

出前講座等の対面の
研修を通した啓発教
育の実施。
また，効果的な啓発
実施のための情報収
集や，方法について
の検討を行い，実施
につなげていく。

※H30年度～健康増進課として計上

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

健康医
療部
健康増
進課

健康づくり普
及啓発事業
（＊）

イベント，健康教育等の
中で運動, 食, タバコ等健
康に関する啓発を実施。
一般市民を対象とし，幅
広いテーマについての啓
発を行う。

庁内関係各課

各種団体及び
企業関係

①なし
②なし

地域サロン等を中心とし
た健康教育や各イベント
の中で運動, 食,タバコ等
健康に関する啓発および
地域支援を実施。一般市
民を対象とし，幅広い
テーマについての啓発を
行う。
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５飲酒

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

60社 62社 61社 68社 72社

43社 中止 中止 50社 実施なし

地域・職域
連携推進事
業（＊）

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

メール配信登録事業所数

講習会参加事業所数

○

令和７年度の方向性
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

○

協議会委員等と連携
し，市内事業所への
アプローチ方法の検
討を進めていく。
事業所訪問と情報発
信を継続し，HPでの
情報の蓄積と好事例
の横展開を図ってい
く。また事業所のニー
ズに合わせた情報発
信を行っていく。

△

令和５年度の協議会では，働く世代
の健康づくりの推進について協議し
た。講習会については，実施目的や
対象を見直し，実施しなかった。啓
発物品については２事業所へ貸出を
した。データ分析では，健診データ
等を分析し，高血圧予備群が多いこ
とを明らかにした。
令和５年度は事業所の健康づくりの
実態把握を行い，８２事業所から回
答があった。その結果，特に中小事
業所において健康づくりの取組がさ
れておらず，また保健に関する情報
が届きにくいことが課題であることが
わかった。令和６年度はHPや広報
誌を活用し，市内保健サービスや好
事例などの情報発信の強化を行う。
また商工会議所等と連携し，経営者
へ直接健康づくりの推進を働きかけ
る。

柏地域・職域連携推進協
議会
事業所向けの健康情報
等のメール配信
啓発リーフレットの配付
事業所向け講習会

柏労働基準監
督署
柏労働基準協
会
柏商工会議所
柏市沼南商工
会
代表企業(2社)
東葛北部地域
産業保健セン
ター
全国健康保険
協会千葉支部
柏市医師会
柏歯科医師会

①第一生命保険
株式会社，明治
安田生命保険相
互会社
②十余二工業団
地連絡協議会

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ

健康医
療部
健康増
進課

働く世代の生活
習慣病予防とこ
ころの健康づく
りの推進

社員の健康づく
りに積極的に取
り組む事業所の
増加
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５飲酒

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

15件 ７件 8件 12件 11件

112件 104件 59件 77件 62件

78人 18人 38人 37人 29人

167人 45人 中止 中止 93人

23人 39人 21人 24人 36人

R元 R2 R3 R4 R5

3,257人 3,115人 2,994人 3,107人 2,864人

0.2% 0.5% 0.4% 0.2% 0.3%
妊娠届出受理時，専門
職が面談をして，飲酒状
況を確認。飲酒による健
康リスクの啓発を行い，
必要に応じ支援につない
でいる。

妊娠届出時の妊婦の飲酒率

アルコール相談
精神科医による相談延数

アルコール相談
職員による面談や訪問延数

アルコール家族教室
参加者延数

酒害教室参加者延数

K-HAPPYプログラム（減酒プログラム）
参加者延数

事業名
事業概要

（対象者・内容等）
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）

母子健康手帳交付状況

令和７年度の方向性

・市内４か所の妊娠
子育て相談センター
（柏駅前，柏市役所，
ウェルネス柏，沼南
支所）にて，専門職
（保健師，助産師等）
による全数面接に
て，飲酒による健康リ
スクの啓発を継続。

ライフステージ

○

○ ○ ○ ○

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

・妊娠届出受理時に専門職（保健
師，助産師等）による全数面接を実
施。妊娠届出時点での飲酒状況を
確認し，飲酒による妊婦および胎児
への健康リスクをリーフレット等を活
用し，説明と啓発を実施。

市民への効果的な普
及啓発に取り組む。
引き続き，関係機関と
緊密に連携を図り，
対応していく。

精神科医師や職員によるアルコー
ル健康相談を実施し，本人や家族
の相談に応じた。相談内容は，受診
勧奨や病気の有無，本人への対応
方法が多かった。
複雑多様化する相談内容について，
関係機関と連携しながら，相談支援
の充実を図る。

期待する効果

○

　　③妊婦の飲酒率の減少

健康医
療部
保健予
防課

本人・家族
の相談・訪
問支援等
（◇）

〈アルコール相談〉
精神科医師や職員によ
るアルコールに関する相
談。
〈アルコール家族教室〉
アルコール問題を抱える
家族を対象に，講義や
ミーティングをとおして依
存症の理解を図り，家族
の健康度を高める。
〈酒害教室〉
アルコール依存者や家
族を対象に，ミーティング
を通して，酒害や自助グ
ループの効果を学び，ア
ルコール依存からの回
復を図る。
〈K-HAPPYプログラム〉
アルコール減酒のため
のプログラムを実施し，
適正飲酒を目指す。

柏断酒新生会
①なし
②なし

連携機関所管課

　　②毎日飲酒・多量飲酒する人の割合の減少

健康医
療部
地域保
健課

妊娠届出受
理と母子健
康手帳交付
事業
(◇)

庁内関係各課

産科医療機関
等

妊娠期から飲酒
による健康リス
クの啓発を行
い，早期支援が
できる。

より多くの市民
がアルコール依
存症や関連問

題について学習
し，依存症や家
族の回復を図る
ことができる。

　（２）健康被害のリスクを高める飲酒習慣の防止

①なし
②なし
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５飲酒

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 2,833人 3,882人 4,765人 3,154人

400人 129人 53人 90人 380人

R元 R2 R3 R4 R5

38人 中止 中止 中止 28人

※H30年度～健康増進課として計上

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

　（３）未成年者の飲酒防止

　　④未成年者の飲酒経験率の減少

○ ○

令和５年度は千葉県実施のがん予
防展が柏市で実施され，アリオ柏で
周知啓発を実施したほか，図書館，
沼南支所ロビー，イトーヨーカドー柏
店等で実施されたイベントにて，ポス
ター掲示やリーフレット等の配布によ
る啓発活動を実施した。また，出前
講座の受付を再開し，対面での啓発
教育を実施することができた。令和６
年度は，出前講座を継続するととも
に，がん予防の啓発について教育
資材等の見直しを行う。

啓発実施者数（飲酒）

依頼の健康教育参加者数（講師：保健師）

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

出前講座等の対面の
研修を通した啓発教
育の実施。
また，効果的な啓発
実施のための情報収
集や，方法について
の検討を行い，実施
につなげていく。

○

期待する効果

ライフステージ

令和７年度の方向性

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

○

啓発実施者数（全数）

健康医
療部
健康増
進課

健康づくり普
及啓発事業
（＊）

イベント，健康教育等の
中で運動, 食, タバコ等健
康に関する啓発を実施。
一般市民を対象とし，幅
広いテーマについての啓
発を行う。

庁内関係各課

各種団体及び
企業関係

①なし
②なし

事業名 連携機関
事業概要

（対象者・内容等）
所管課
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６歯・口腔の健康
６．歯・口腔の健康

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

86人 中止 中止 38人 124人

R元 R2 R3 R4 R5

2,085人 860人 531人 中止 1,301人

R元 R2 R3 R4 R5

3,743人 3,708人 3,295人 3,441人 3,520人

3,325人 3,463人 3,286人 3,432人 3,349人

88.2% 87.2% 91.2% 92.2% 93.0%

△

対象者数

フッ化物歯面塗布事業については受
診率向上の取り組みの一環として，3
歳児健診来所者を対象に実態調査
を実施した。その結果，当事業の未
受診の理由として「すでに定期的な
通院でフッ化物歯面塗布を行ってい
たため」が最も多く，当事業を利用す
る前から歯科医院へ受診している児
が多いことがわかった。また，本事業
利用後に定期健診を受けている割合
は7割であり，本事業を利用後は定
期健診につながるきっかけとなって
いると考えられるため，さらなる受診
率向上に向けた取り組みを進めてい
く。令和6年度は受診意欲向上を目
指した受診券を作成及び電子親子手
帳による受診勧奨の強化を図ってい
る。

柏歯科医師
会
柏市医師会

　（１）歯・口腔の健康づくりに関する知識の普及

　　①３歳児でむし歯がない人の割合の増加

　　②１２歳児のDMF歯数の減少

　　③歯肉炎を有する（歯周疾患要観察者を含む）人の割合の減少

　　④40歳で喪失歯のない人の割合の増加

　　⑤進行した歯肉炎（CPI指数３以上）を有する人の割合の減少

　　⑥60歳代における咀しゃく良好者の割合の増加

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

つどい参加者数（歯科の回のみ）

8か月児相談参加者数

※H3より，母と子のつどいの実施主体が柏市
民健康づくり推進員となり歯・口腔の健康につ
いては，地域からの依頼に応じて対応。

3歳児健診受診状況

＜母と子のつどい＞
妊婦，1歳6か月児くらい
までの乳幼児と保護者を
対象に，市内20地域で実
施

＜8か月児相談＞
8か月児の乳児へ個別案
内にて実施。各専門職が
グループワークや個別相
談を行う。

内容：歯・口腔に関する
ワンポイント啓発，歯科
相談

＜母と子のつ
どい＞
柏市民健康
づくり推進員 ①なし

②なし

①なし
②なし

令和７年度の方向性

ライフステージ
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

○

乳幼児期における歯
科保健施策を関係機
関及び他職種と連携
し，計画的に歯や口
の健康づくりを推進し
ていく。

健康医
療部
地域保
健課

子育て支援
事業
（母と子のつ
どい，8か月
児相談）

・フッ化物配合
歯みがき剤の利
用率の増加
・かかりつけ歯
科医を持つ者の
増加
・定期健診を受
ける者の増加

・甘味食品や飲
料を習慣化する
児の割合の減
少
・歯みがき（仕上
みがき）の習慣
化
・かかりつけ歯
科医を持ってい
る割合の増加

△

○

歯科受診者数

健歯者率

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

コロナ禍で中止されていた母子保健
事業が再開し，他職種と連携を図り
ながら，歯と口の健康づくりについて
啓発を行った。特にここ数年はむし
歯予防に効果が高いフッ化物応用に
ついて，年齢に応じた効果的な活用
方法について啓発強化を図ってい
る。

健康医
療部
地域保
健課

＜歯☆ピカ＞
2歳児の親子を対象に食
生活を含むむし歯予防
の啓発及び歯みがき指
導

＜フッ化物＞
2.6歳対象に医療機関に
てフッ化物歯面塗布によ
るむし歯予防事業（無料
受診券全対象者郵送）

２歳の歯☆
ピカランド及
びフッ化物
歯面塗布事
業
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６歯・口腔の健康

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

0件 中止 中止 中止 未実施

0人 中止 中止 中止 未実施

30園 中止 中止 中止 未実施

1,573人 中止 中止 中止 未実施

R元 R2 R3 R4 R5

26校 中止 中止 中止 1校

2,209人 中止 中止 中止 453人

66.1% 68.0% 75.2% 72.2% 73.0%

0.63本 0.69本 0.67本 0.64本 0.56本

R元 R2 R3 R4 R5

3,014人 中止 66人 1,133人 2,635人

450人 中止 66人 150人 230人

12歳児のDMF歯数

啓発実施者数（全数）

啓発実施者数（歯・口腔の健康）

巡回歯みがき指導実施園数

巡回歯みがき指導実施者数

令和７年度の方向性
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

保育運営課
公立保育園
私立保育園
私立幼稚園
柏歯科医師
会

依頼の健康教育（母子）実施件数

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

期待する効果連携機関

○

ライフステージ

乳幼児期及び学校歯
科保健における歯科
保健施策を関係機関
と連携し，計画的に歯
や口の健康づくりを推
進していく。

学校教育課
小学校
中学校
柏歯科医師
会

①なし
②なし

①なし
②なし

△

・歯みがき（仕上
みがき）の習慣
化
・かかりつけ歯
科医を持つ者の
増加
・定期健診を受
ける者の増加

・給食後の歯み
がき習慣の徹底
・食後の歯みが
き習慣の徹底
・フッ化物配合
歯みがき剤の利
用率の増加
・定期健診を受
ける者の増加

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

①なし
②なし

実施者数

実施校数（他学年の依頼校）

他学年依頼の健康教育実施者数

12歳児の健歯者率

所管課

健康医
療部
地域保
健課

健康医
療部
地域保
健課

庁内関係各
課

柏市民健康
づくり推進員

各種団体及
び企業関係

事業概要
（対象者・内容等）

＜地域における依頼の
健康教育＞
子育て支援センター，地
域サロンにおいて，「育
児講座」として地域の乳
幼児をもつ保護者を対象
にむし歯予防の啓発及
び歯みがき指導
＜幼稚園・保育園等での
歯みがき指導＞
保育園，幼稚園の園児を
対象に食生活を含むむし
歯予防の啓発及び歯み
がき指導
依頼に応じて，保護者へ
もむし歯予防の啓発を実
施

イベント等の中で運動,
食,タバコ，歯・口腔等健
康に関する啓発を実施。
一般市民を対象とし，幅
広いテーマについての啓
発を行う。

小学校，中学校の児童，
生徒を対象に食生活を
含むむし歯，歯周病予防
の啓発及び歯みがき指
導
依頼に応じて，保護者へ
もむし歯，歯周病予防の
啓発を実施

事業名

母子歯科保
健事業「歯っ
ぴいカムカム
かしわっ子
作戦！！」

啓発事業
（◇）

○

年間計画に基づいた
啓発を実施する。

乳幼児期の現状把握及び課題抽出
を行い，今後の方向性について関係
機関と意見交換を活発に実施した。
乳幼児期，特に3歳児健診後から就
学前までのむし歯罹患率の減少を目
標の一つとし，乳幼児期における歯
科保健施策をまとめ，関係機関と連
携し，計画的に取り組みを進めてい
く。
また，学校歯科保健における歯科保
健施策については，令和5年度学校
歯科健診結果の分析や保護者の意
識調査の実施，学校を対象にした実
態調査等を実施し，現状把握及び課
題抽出を行い，学校歯科保健施策を
まとめた。担当課とも資料に基づき，
意見交換等実施した。今後は当課が
考える取り組みの優先順位と実際実
施できることを整理し，関係機関と意
見交換を図りながら進めていきたい
と考えている。令和5年度に実施した
この調査等については令和5年度千
葉県歯科衛生士業務研究集にも投
稿した。

○ ○

○

令和5年度は依頼の健康教育を全面
的に再開。また，参集型以外の方法
で啓発の機会を確保することができ
るよう検討していく。

△
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６歯・口腔の健康

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 2,833人 3,882人 4,765人 3,154人

944人 245人 551人 604人 804人

R元 R2 R3 R4 R5

25人 中止 中止 中止 18人

R元 R2 R3 R4 R5

60社 62社 61社 68社 72社

43社 中止 中止 50社 実施なし

ライフステージ

①モラージュ柏
　第一生命
②なし

①第一生命保険
株式会社，明治
安田生命保険相
互会社
②十余二工業団
地連絡協議会

所管課

健康医
療部
健康増
進課

健康医
療部
健康増
進課

連携機関

庁内関係各
課

各種団体及
び企業関係

地域・職域
連携推進事
業（＊）

柏地域・職域連携推進協
議会
事業所向けの健康情報
等のメール配信
啓発リーフレットの配付
事業所向け講習会

柏労働基準
監督署
柏労働基準
協会
柏商工会議
所
柏市沼南商
工会
代表企業(2
社)
東葛北部地
域産業保健セ
ンター
全国健康保
険協会千葉
支部
柏市医師会
柏歯科医師
会

事業概要
（対象者・内容等）

イベント，健康教育等の
中で運動, 食, タバコ等健
康に関する啓発を実施。
一般市民を対象とし，幅
広いテーマについての啓
発を行う。

健康づくり普
及啓発事業
（◇）

事業名

効果的な啓発実施の
ための情報収集や，
方法についての検
討・実施につなげる。

働く世代の生活
習慣病予防とこ
ころの健康づく
りの推進

社員の健康づく
りに積極的に取
り組む事業所の
増加

△

○

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

※H30年度～健康増進課として計上

○ ○

令和５年度は千葉県実施のがん予
防展が柏市で実施され，アリオ柏で
周知啓発を実施したほか，図書館，
沼南支所ロビー，イトーヨーカドー柏
店等で実施されたイベントにて，ポス
ター掲示やリーフレット等の配布によ
る啓発活動を実施した。また，出前
講座の受付を再開し，対面での啓発
教育を実施することができた。令和６
年度は，出前講座を継続するととも
に，がん予防の啓発について教育資
材等の見直しを行う。

令和５年度の協議会では，働く世代
の健康づくりの推進について協議し
た。講習会については，実施目的や
対象を見直し，実施しなかった。啓発
物品については２事業所へ貸出をし
た。データ分析では，健診データ等を
分析し，高血圧予備群が多いことを
明らかにした。
令和５年度は事業所の健康づくりの
実態把握を行い，８２事業所から回
答があった。その結果，特に中小事
業所において健康づくりの取組がさ
れておらず，また保健に関する情報
が届きにくいことが課題であることが
わかった。令和６年度はHPや広報誌
を活用し，市内保健サービスや好事
例などの情報発信の強化を行う。ま
た商工会議所等と連携し，経営者へ
直接健康づくりの推進を働きかける。

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

啓発実施者数（全数）

啓発実施者数（歯・口腔の健康）

依頼の健康教育参加者数（講師：歯科衛生士）

令和７年度の方向性

協議会委員等と連携
し，市内事業所への
アプローチ方法の検
討を進めていく。
事業所訪問と情報発
信を継続し，HPでの
情報の蓄積と好事例
の横展開を図ってい
く。また事業所のニー
ズに合わせた情報発
信を行っていく。

メール配信登録事業所数

講習会参加事業所数

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

期待する効果

○○ ○
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６歯・口腔の健康

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

3,219人 3,302人 3,402人 3,400人 3,307人

0.63本 0.69本 0.67本 0.63本 0.56本

R元 R2 R3 R4 R5

95.8% 96.0% 95.6% 97.2% 98.1%

91.3% 91.7% 92.0% 92.6% 92.9%

36.4% 35.7% 37.3% 35.5% 37.9%

44.0% 42.1% 38.0% 40.4% 36.9%

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

定期歯科健診状況

受診者数

12歳児のDMF歯数

期待する効果

12歳児のDMF
歯数の減少

歯肉炎を有する
人の割合の減
少

学校教
育部
学校教
育課

所管課

健康診断事
業

学校歯科医

連携機関
事業概要

（対象者・内容等）

○

健康医
療部
健康増
進課

歯周病検診
事業
(◇)

喪失歯のない人の割合（30歳）

喪失歯のない人の割合（40歳）

進行した歯肉炎（CPI指数３以上）を有する人の
割合（30歳）

進行した歯肉炎（CPI指数３以上）を有する人の
割合（40歳）

柏歯科医師
会

対象者（満30，40，50，60
歳）に個人通知を行い，
委託医療機関にて歯周
ポケット測定等の歯周病
検診を実施する。

事業名

＜定期歯科健診＞
学校医による，全校児童
生徒のう歯・歯肉・歯列
等の健診

①なし
②なし

①なし
②なし

令和７年度の方向性

ナッジ理論を活用した受診券にしたと
ころ，やや減少傾向にはあるが受診
率をキープすることができている。当
事業をきっかけに歯科医院に受診し
た市民についてはその歯科医院をか
かりつけ歯科医とし，今後も定期的
に受診するようその重要性について
柏歯科医師会と連携を図りながら，
周知啓発を実施していく。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

　令和５年度の１２歳児のDMF歯数
は減少した。
　新型コロナウイルス感染症が５月８
日に感染症法上の扱いが５類に変更
したことにより，学校での給食後の歯
みがきが徐々に再開してきたが，ま
だコロナ禍前よりは実施している学
校が少ない状態である。
　令和６年度は，児童生徒の歯みが
き習慣を再度身に付け直すため，歯
の健康についての授業，給食後の歯
みがき，児童生徒保健委員会による
啓発活動等により，積極的に歯科保
健指導をするよう周知していく。

○

○

ライフステージ

○

歯周病検診のシステ
ム標準化とマニュア
ルの改訂に合わせ，
柏歯科医師会と協議
を重ね，問診票等の
見直しを行っていく。

　柏歯科医師会が策
定した学校歯科医マ
ニュアルに基づき，定
期健康診断を実施す
る。
また，今後は，さらに
積極的に歯科保健活
動が実施できるよう，
学校保健関係教職員
の研修会等で広く呼
びかけていく。

30・40歳におけ
る喪失歯のない
人の割合増加

30・40歳の進行
した歯肉炎を有
する人の割合減
少
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６歯・口腔の健康

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

90% 82% 81% 75% 85%

事業概要
（対象者・内容等）

連携機関

健康医
療部
地域医
療推進
課

訪問口腔衛
生指導事業
補助金

所管課

柏歯科医師
会

訪問調査並びに口腔ケ
アの指導や一般市民へ
の啓発事業，多職種連
携事業等への訪問口腔
衛生指導事業に対する
補助金の交付

訪問口腔衛生指導（訪問口腔ケア）を実施した
方の口腔機能向上

事業名

①なし
②なし

ライフステージ

○

　歯科衛生士の訪問調査（口腔診
査）により，対象者の８割以上が治療
につながった。
　また，口腔ケアや摂食嚥下リハビリ
等の実施により，口腔内の疾病改善
や誤嚥性肺炎の予防，会話や食欲
等の生活の質の向上につながった。
　施設や病院，事業所の職員へ口腔
ケアの講話は，コロナの影響で例年
より減少したが，電話等での担当職
員への説明により，知識や情報の共
有ができ，利用者や患者への対応に
変化がでている。老人会やサロンへ
介護予防の講話はアンケートで高評
価を受けており，歯科へ関心が高
まっている。
　多職種と連携して，介護予防個別
会議やフレイルハイリスク者の応援
プランに関わり，介護予防に対する
歯科の役割を啓発した。
　令和６年度も，本補助事業を継続
し，市民の口腔機能の維持向上，生
活の質の向上につなげていく。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和７年度の方向性
実績値

（実施回数・参加者数･参加率等）
期待する効果

多職種連携の中で，
訪問口腔衛生指導事
業の推進を図る。

・在宅療養者が
治療及び口腔
ケアを受けるこ
とにより，口腔
機能を維持し，
生活の質の向
上を図る。

・市民が，在宅
療養状態になっ
ても，安心して
歯科治療を受け
ることができる
環境整備。
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６歯・口腔の健康

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

4,080人 3,139人 3,193人 3,402人 3,799人

R元 R2 R3 R4 R5

34.3% 31.0% 29.5% 32.5% 35.0%

31.8% 25.7% 25.7% 30.2% 31.3%

37.7% 33.3% 30.6% 35.6% 33.4%

32.5% 29.1% 26.6% 28.7% 35.9%

33.9% 36.6% 37.4% 35.4% 39.2%

R元 R2 R3 R4 R5

60人 38人 65人 85人 78人

かしわ歯科相談室利用者数

全体

30歳

40歳

50歳

60歳

患者数

○

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

過去１年間に歯科健康診査を
受診した人の割合（成人）

○

　感染防止対策を徹底し診療を継続
する中で，一般の歯科診療所では治
療が困難な患者への歯科診療や摂
食嚥下指導を実施している。コロナ
禍で患者数が減少していたが，徐々
に患者数が増加し，コロナ前に戻り
つつある。
　令和６年度も，本補助事業を継続
し，必要な方が歯科診療や指導を受
けられる体制確保を図っていく。

ナッジ理論を活用した受診券にしたと
ころ，受診率をキープすることができ
ている。当事業をきっかけに歯科医
院に受診した市民についてはその歯
科医院をかかりつけ歯科医とし，今
後も定期的に受診するようその重要
性について柏歯科医師会と連携を図
りながら，周知啓発を実施していく。

一般的な診療が難しい
障害児・者，高齢者等に
診療を行う特殊歯科診
療所の運営に対し補助
金を交付

所管課
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関

柏市医療公
社

柏歯科医師
会

　（２）定期的な歯科健康診査の受診勧奨

　　⑦過去１年間に歯科健康診査を受診した人の割合（成人）の増加

特殊歯科診
療事業支援
事業

健康医
療部
健康増
進課

健康医
療部
健康増
進課

健康医
療部
地域医
療推進
課

歯周病検診
事業（◇）

かしわ歯科
相談室
(＊)

期待する効果

柏歯科医師
会

事業名

歯・口腔の健康
に関する不安の
軽減

柏歯科医師
会

一般診療が難し
い方本人及び
家族の負担軽
減。生活の質向
上

○

過去１年間に歯
科健康診査を受
診した人の割合
増加

対象者（満30，40，50，60
歳）に個人通知を行い，
委託医療機関にて歯周
ポケット測定等の歯周病
検診を実施する。

○

歯・口腔の健康に関して,
歯科医師・歯科衛生士が
個別の相談に応じ，必要
な指導及び助言を行う。

①なし
②なし

①なし
②なし

①なし
②なし

ライフステージ

○

△

○

○○

○

○○

△

必要な方が適切な医
療が受けられる体制
を確保していく。

歯周病検診のシステ
ム標準化とマニュア
ルの改訂に合わせ，
柏歯科医師会と協議
を重ね，問診票等の
見直しを行っていく。

今後は健康相談事業
の一環として必要に
応じて歯科医療へつ
なぐなど，歯科衛生
士が歯科専門職とし
ての役割を担い対応
する。引き続き「かか
りつけ医の推進」を市
民に啓発していく。

市民が気軽に相談できる場所として
来所者の満足度は高く，長年実施し
てきた。相談機能の中での対応には
限界があり，結果として医療へつなぐ
役割となっている歯科医療機関の増
加や診療時間の拡大，デジタル化に
よる様々な相談へのアクセシビリティ
の向上等，歯科口腔保健に関する環
境は多様化し，充実していることを踏
まえて，当事業は終了とする。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

○○

○

令和７年度の方向性
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６歯・口腔の健康

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

4,078人 中止 中止 中止 1,177人

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

健康かむかむ運動参加者数

健康かむか
む運動補助
金

事業名

健康医
療部
健康増
進課

所管課

歯や口腔の健
康づくりに関心
を持ち，主体的
に取り組む市民
が増える。

事業概要
（対象者・内容等）

柏歯科医師
会
教育委員会

期待する効果

柏歯科医師会が主催す
る地域歯科保健医療啓
発の一環。
・各種コンクール実施，
表彰
・口腔がん検診
・市民向け口腔啓発企画
等への補助事業

連携機関

○

日本大学松戸歯学
部
北原学院歯科衛生
専門学校
東葛北部歯科技工
士愛
（株）グラクソ・スミス
クリン・コンシュー
マー・ヘルスケア
ジャパン
（株）松風
（株）ビーブランド
（株）ケーオーデンタ
ル
モラージュ柏
イオンモール柏
こども図書館
あさひ通り商店会
ウラカシ百年会

○ △○ ○

ライフステージ

令和７年度の方向性

関係機関と連携を図
りながら，各ライフス
テージにあった媒体
を活用し，必要な情
報提供・発信を実施し
ていく。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

地域に出向き住民とふれあいながら
の啓発を再開。柏歯科医師会の公式
Ｙｏｕ Tubeを配信し，歯や口の健康づ
くりを身近に感じられるような内容を
作成。

△
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６歯・口腔の健康

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

34.3% 36.1% 37.0% 34.9% 33.5%

31.8% 37.9% 36.8% 37.2% 35.4%

37.7% 33.6% 34.7% 34.9% 32.9%

32.5% 34.9% 37.7% 34.5% 36.1%

33.9% 38.9% 39.6% 33.2% 29.3%

R元 R2 R3 R4 R5

60人 38人 65人 85人 78人

かしわ歯科相談室利用者数

全体

30歳

40歳

50歳

60歳

　（３）歯・口腔の健康づくりのための環境整備

　　⑧歯や口の状態に関する満足度（成人）

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

口腔内の満足度についてほぼ満足している人の割合

健康医
療部
健康増
進課

所管課

健康医
療部
健康増
進課

かしわ歯科
相談室
（＊）

事業名

歯周病検診
事業
（◇）

事業概要
（対象者・内容等）

歯・口腔の健康に関して,
歯科医師・歯科衛生士が
個別の相談に応じ，必要
な指導及び助言を行う。

連携機関

柏歯科医師
会

対象者（満30，40，50，60
歳）に個人通知を行い，
委託医療機関にて歯周
ポケット測定等の歯周病
検診を実施する。

柏歯科医師
会

期待する効果

○

○○

△

○ ○

△

○
①なし
②なし

①なし
②なし

歯・口腔の健康
に関する不安の
軽減

歯や口の状態
に満足している
人の割合増加

○

○

ライフステージ

歯周病検診のシステ
ム標準化とマニュア
ルの改訂に合わせ，
柏歯科医師会と協議
を重ね，問診票等の
見直しを行っていく。

令和７年度の方向性

今後は健康相談事業
の一寛として必要に
応じて歯科医療へつ
なぐなど，歯科衛生
士が歯科専門職とし
ての役割を担い対応
する。引き続き「かか
りつけ医の推進」を市
民に啓発していく。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

ナッジ理論を活用した受診券にしたと
ころ，受診率をキープすることができ
ている。当事業をきっかけに歯科医
院に受診した市民についてはその歯
科医院をかかりつけ歯科医とし，今
後も定期的に受診するようその重要
性について柏歯科医師会と連携を図
りながら，周知啓発を実施していく。

市民が気軽に相談できる場所として
来所者の満足度は高く，長年実施し
てきた。相談機能の中での対応には
限界があり，結果として医療へつなぐ
役割となっている歯科医療機関の増
加や診療時間の拡大，デジタル化に
よる様々な相談へのアクセシビリティ
の向上等，歯科口腔保健に関する環
境は多様化し，充実していることを踏
まえて，当事業は終了とする。
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６歯・口腔の健康

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

1回 2回 2回 2回 2回

R元 R2 R3 R4 R5

65人 12人 32人 － －

248人 中止 31人 170人 134人

74人 88人 50人 64人 16人

— 12人 1人 4人 6人

介護予防センター主催の教室

フレイル予防出前講座

　　　　地域包括支援センター主催の教室

フレイルハイリスク者への個別支援

推進委員会実施回数

フレイル予防講座（口腔）の参加者数

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

健康医
療部
地域包
括支援
課

所管課

健康医
療部
健康政
策課
地域包
括支援
課

事業名

フレイル予防
事業
（◇）

主に高齢者に対するフレ
イル（介護予防）事業のう
ち，口腔機能や嚥下を
テーマとしたプログラム
について，歯科医師，歯
科衛生士，言語聴覚士
等が講座を行う。

「フレイル（虚弱）」という
概念を新たに取り入れ，
市民，関係団体,学識経
験者，市による「推進委
員会」を設置・運営しなが
ら，健康づくり事業の効
果的な連動と地域を基盤
とした市民主体の活動を
推進

事業概要
（対象者・内容等）

柏フレイル予
防プロジェク
ト2025

ライフステージ

○

○

期待する効果

①なし
②なし

医師会，歯科
医師会，薬剤
師会，東京大
学，ふるさと
協議会，社会
福祉協議会，
民生委員児
童委員，柏市
民健康づくり
推進員，ス
ポーツ推進委
員，東葛北部
栄養士会，リ
ハビリテー
ション連絡
会，地域包括
支援センター
など

柏歯科医師
会，柏歯科介
護センター，
柏市在宅リハ
ビリテーション
連絡会，地域
包括支援セン
ターなど

連携機関

①第一生命，介
護事業者，イオ
ン，JR東日本,
フィットネス振興
会，ダンロップス
ポーツウエルネ
ス，吉田記念テ
ニス研修セン
ター，スマート
フィット100，ジェ
クサー・ジムフ
ラット，さんち
家，野菜レストラ
ンSHONAN，わ
とか食堂

市民の意識・行
動変容（栄養，
身体活動，社会
参加の促進）

市民の意識・行
動変容（口腔機
能の改善）

○○

○

令和７年度の方向性

事業の集大成となる
年度であり，フレイル
予防の新たな展開に
沿った事業構築を進
める。
フレイル予防によるま
ちづくり実現のため，
かしわフレイル予防
ポイントのアプリ化に
よる地域における市
民主体の活動の促進
と啓発に努める。

今後もフレイル予防
の中での「口腔」を
テーマとして講座を継
続的に開催していく。
ハイリスク者への集
団支援（フレイル
チェックや講座），個
別支援を継続する。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

柏フレイル予防プロジェクト2025につ
いては，フレイル予防に関わる学術
機関や市民団体等が参加し，取り組
み状況の共有や今後に向けた意見
交換を実施した。
フレイル予防の啓発として，ラコルタ
柏フェスタや柏の葉ウォーキングフェ
スタなどでの各種イベント，イオン
モール柏や道の駅しょうなんでポイン
トカード発行を行うとともに，啓発品を
配付した。また，フレイル予防の三本
柱として【か・し・わ】という表現を掲げ
たパンフレット及びエコバッグの作成
を行った。
令和６年度は，2025年以降の取り組
みの方向性について検討する。ま
た，健康アプリの導入によるフレイル
予防活動への参加者数増加や，新
たに作成した啓発物を効果的に活用
したフレイル予防の自分ごと化の推
進を目標とする。

令和5年度はサロンなどの活動が活
発化したことから，フレイル予防出前
講座や地域包括支援センター主催の
教室開催や参加者数が増加した。フ
レイルチェック等からのハイリスク者
個別支援数も増加し，自身の心身の
衰えの気づきや予防行動につなげる
ことができた。
令和６年度も同様に，各地域でフレイ
ルチェックや出前講座，地域包括支
援センター主催事業を実施し，市民
の意識・行動変容（口腔機能の改善）
につながるよう働きかけていく。また
光ケ丘をモデル地域とした一体的実
施（ポピュレーション，ハイリスクアプ
ローチ）を進めるとともに，地域介入
効果を分析していく。

46



６歯・口腔の健康

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

1,524人 1,405人 1,505人 1,698人 1,779人

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

お口のクリーニング利用者数

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ

保健事業利
用助成事業
（お口のク
リーニング事
業）

18歳以上の柏市国保被
保険者と後期高齢者医
療保険被保険者に対し，
申請に基づき保健事業
利用券を年間8枚交付（1
枚1,000円相当）。１８歳
から３８歳までの健康診
査事業，はり等施術事
業，お口のクリーニング
事業，運動事業に利用で
きる。
お口のクリーニング事業
は，歯みがきでは落とし
きれない歯の付着物の
除去や歯みがき指導等
の健康相談，衛生指導を
実施

健康医
療部
健康増
進課

○ ○
①なし
②なし

柏歯科医師
会

歯・口腔の健康
状態の改善，生
活習慣病の予
防

○

継続実施していく。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和７年度の方向性

保健事業利用助成事業のメニューの
一つとして，生活習慣病の入り口とな
る虫歯や歯周病の予防を目的とし
て，歯磨きでは落としきれない茶渋
やタバコのヤニ，着色，入れ歯の汚
れなどを磨き落としたり，歯みがき指
導を実施している。
保健事業利用助成事業の利用者
は，令和５年度は前年度よりも約
4.8％増加している。

●令和６年度の取り組み
　定期的に歯科医に繫げ，口腔の健
康管理に活用していただくよう事業
の周知を図る。
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７糖尿病

７．糖尿病

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

46.8% 42.3% 43.9% 44.2%
11月以降

確定

30.0% 23.3% 18.3% 23.4% 同上

男性
29,3%

32.8% 30.9% 31.9% 同上

女性
9/5%

10.6% 10.1% 10.3% 同上

男性
17.1%

17.1% 17.9% 17.0% 同上

女性
6.1%

6.3% 6.2% 5.4% 同上

8.7% 9.4% 9.1% 9.3% 同上

　（１）若い世代からの糖尿病の発症予防と重症化予防

　　①糖尿病の指摘を受けた人の割合の減少

　　②メタボリックシンドローム［内臓脂肪症候群］の該当者及び予備群該当者の割合（40歳以上）の減少

　　③ヘモグロビンA1cが6.1％（NGSP値6.5％）以上の人の割合の減少

　　④じん臓機能障害による身体障害者手帳１級所持者数の減少

　　⑤糖尿病医療費（国民健康保険　1月あたりの総点数）の減少

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

特定健康診査受診率(法定報告）

特定保健指導実施率(法定報告）

①なし
②なし

メタボリックシンドローム該当者の割合
(法定報告）

メタボリックシンドローム予備群の割合
(法定報告）

ヘモグロビンA1ｃが6.1％(NGSP値で
6.5％以上の人の割合（法定報告）

事業名

柏市国民健
康保険特定
健康診査・
特定保健指
導（＊）

所管課

健康医
療部
健康増
進課

連携機関

・柏市医師会
・ちば県民保健
予防財団
・人間ドック，脳
ドック実施医療
機関
・ＪＡ（ちば東葛，
東葛ふたば，い
ちかわ）
・千葉県厚生農
業共同組合連
合会
・沼南商工会
・柏商工会議所
・千葉県国保連
合会

事業概要
（対象者・内容等）

＜特定健康診査＞
40歳以上の柏市国保加
入者を対象に，生活習慣
病予防を目的とした健診
を実施。

＜特定保健指導＞
特定健診の結果よりメタ
ボリックシンドロームのリ
スクのある対象者を抽出
し，3か月以上の生活習
慣改善のための特定保
健指導を実施。

期待する効果

生活習慣病の
発症及び重症
化の予防

ライフステージ

○

令和７年度の方向性

「柏市国民健康保険
３期保健事業実施計
画（データヘルス計
画）」,「柏市国民健康
保険第４期特定健診
等実施計画」の健康
課題を踏まえた取組
を実施する。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察
及び令和６年度の取り組みについて

①受診勧奨事業
　メタボリックシンドローム該当者及び予備群が
年々増加していることに対し，特定健康診査の更
なる実施率の向上が必要であることから，医療レ
セプトと情報技術（IＴ）を活用したグループ分けを
し，それぞれのグループにナッジ理論に基づいた
勧奨通知を送付。２回受診勧奨通知を送付。その
内，１３．９％に特定健康診査の受診を確認。
②生活習慣病治療中断者への適正受診勧奨事
業
　過去５年遡り糖尿病の治療中断者に対し生活
習慣病重症化予防のため，医療機関受診が必要
な糖尿病の未受診者や，治療中断者に対する受
診勧奨を７２人に通知し，14人の受診再開を確
認。
③糖尿病性腎症重症化予防事業
　人工透析導入の抑制を目的に，「糖尿病性腎症
重症化予防プログラム」を令和５年度も継続。地
域のかかりつけ医や専門医等との連携のもと，
「糖尿病性腎症重症化予防プログラム」を８回実
施。令和５年度は，新たにフレイル予防講座を含
めて実施。具体的には，柏市医師会に推薦され
た２医療機関に委託し，身体測定，血圧測定，血
液及び尿検査，健康講座(医師，管理栄養士，理
学療法士)，フレイル講座，面接，６ヶ月後の血液
及び尿検査や面接を実施。
④プレ特定健康診査
若い世代からの健診の習慣化を図ることで，生活
習慣病の早期発見・早期治療につなげることを目
的に，３９歳を対象に「プレ特定健康診査」を継
続。受診者数は１０４人。生活習慣の改善を要す
る方２人に対し，保健指導を実施。
⑤特定保健指導の取組強化
試行的に予約なしの保健指導の受け入れ，事前
連絡なしの訪問指導を実施。保健指導に繋がり
難い方への取組として効果的であった。（予約な
しの保健指導1人，連絡なしの訪問指導13人）
●令和６年度の取り組み
　 直営で行っていた特定保健指導事業を委託し，
直営で行っていた訪問，休日における特定保管
指導の他，メール等のICTの活用や，夜間での特
定保健指導を新たに開始する予定。
　

　

○
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７糖尿病

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

469人 593人 506人 646人 760人

310人 315人 295人 346人 429人

R元 R2 R3 R4 R5

365人 394人 384人 440人 407人

R元 R2 R3 R4 R5

186人 141人 131人 107人 154人

受診者数

利用者数(延べ数)

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

18歳から38歳までの健康診査実施状況

受診券発行数

受診者数

事業名

国保　保健
事業利用費
助成事業
（１８歳から３
８歳までの健
康診査）
(＊)

柏市健康診
査
（無保険者）
(＊)

柏市地域栄
養相談シス
テム
(＊)

所管課

健康医
療部
健康増
進課

健康医
療部
健康増
進課

健康医
療部
健康増
進課

連携機関

柏市医師会

生活支援課
柏市医師会

柏市医師会
病院栄養士協
議会(柏地区)

事業概要
（対象者・内容等）

１８歳以上の柏市国保被
保険者に対し，申請に基
づき保健事業利用券を
年間８枚交付（１枚１，０
００円相当）。１８歳から３
８歳の健診事業，はり等
施術事業，お口のクリー
ニング事業，運動事業に
利用できる。１８歳から３
８歳までの健康診査事業
は２６年度からの新規事
業。受診希望者に対し受
診券を発行し，特定健診
と同様の健診を実施す
る。
　令和３年度から３９歳を
対象とした「プレ特定健
康診査」が開始したこと
から，名称を「１８歳から
３８歳までの健康診査」
に変更。

40歳以上で，無保険の
生活保護受給者を対象
に，特定健診と同内容の
健診を指定医療機関に
て実施。
74歳以下の対象者に個
別通知，75歳以上は申し
込み制。

生活習慣病等で治療中
の市民が，かかりつけ医
の紹介により，市内の病
院で管理栄養士の栄養
指導が受けられるシステ
ム。かかりつけ医での治
療及び適切な食事療法
を継続し，生活習慣病の
重症化予防を図る。

期待する効果

被保険者の健
康の保持増進
若い世代から
の生活習慣病
予防

ライフステージ

○

○

①なし
②なし

①なし
②なし

①なし
②なし

令和７年度の方向性

「柏市国民健康保険
３期保健事業実施計
画（データヘルス計
画）」,「柏市国民健康
保険第４期特定健診
等実施計画」の健康
課題を踏まえた取組
を実施する。

生活支援課との協働
により，受診率向上に
努める。

栄養指導を必要とし
ている人に対して，適
切な食事療法を行え
るよう，引き続きシス
テムの周知を行う。

内臓脂肪症候
群の予防，罹
患している病
状の安定や重
症化予防への
行動が取れる
ようにする。

内臓脂肪症候
群の予防，罹
患している病
状の安定や重
症化予防への
行動が取れる
ようにする。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察
及び令和６年度の取り組みについて

①18歳から38歳までの健康診査
健診受診の習慣化及び生活習慣病の早期発見，
早期治療による重症化の予防を目的に実施。
令和５年度も受診率の向上を図るため，受診勧
奨通知を２回送付。1回目は，受診券を申請され
ていない３３歳から３８歳までの対象者に，９月に
受診勧奨ハガキを３，４６０通送付した。２回目は
受診券発行者のうち，受診の確認ができていない
方を対象に１２月に４６１通受診勧奨通知を送付
している。
　勧奨通知にＱＲコードを掲載し，保健事業利用
券の申し込みにロゴフォームを記載し申請しやす
い環境としていることから利用者数は増加してい
る。

●令和６年度の取り組み
　「１８歳から３８歳までの健康診査」においては，
引き続き，受診勧奨を行い，健診の結果，生活習
慣の改善を要する方に対し，保健指導を実施す
る。

令和５年度の受診者数は，令和４年度か
ら減少。
令和３年度より，40～74歳は申し込み制
から全数通知となり，受診率は13.1％で
あった。
75歳以上は申込制を継続し，121人
（62.7％）が受診した。
受診率向上のため，生活支援課ケース
ワーカーからの受診勧奨を継続実施して
いく。

・当システムについて保健事業説明会で
医療機関に説明した。
・利用者アンケートを実施。食事の改善
ポイントがわかったという回答から，利用
者の重症化予防になっていると思われ
る。

令和６年度は，保健事業説明会資料に
改善事例の紹介，病態別のリーフレット
を配布し，利用促進を図る。

○ ○

○○
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７糖尿病

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 2,833人 3,882人 4,765人 6,472人

38人 中止 中止 中止 28人

R元 R2 R3 R4 R5

60社 62社 61社 68社 72社

43社 中止 中止 50社 実施なし

依頼の健康教育参加者数（講師：保健師）

※H30年度～健康増進課として計上

メール配信登録事業所数

講習会参加事業所数

○ ○

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察
及び令和６年度の取り組みについて

健康医
療部
健康増
進課

健康づくり普
及啓発事業
（＊）

イベント，健康教育等の
中で運動, 食, タバコ等健
康に関する啓発を実施。
一般市民を対象とし，幅
広いテーマについての啓
発を行う。

庁内関係各課

各種団体及び
企業関係

①モラージュ柏
　第一生命
②なし

幅広いライフ
ステージの市
民を対象にポ
ピュレーション
アプローチを
することで,健
康に関する気
づきの場を作
る。

令和５年度は千葉県実施のがん予防展
が柏市で実施され，アリオ柏で周知啓発
を実施したほか，図書館，沼南支所ロ
ビー，イトーヨーカドー柏店等で実施され
たイベントにて，ポスター掲示やリーフ
レット等の配布による啓発活動を実施し
た。また，出前講座の受付を再開し，対
面での啓発教育を実施することができ
た。令和６年度は，出前講座を継続する
とともに，がん予防の啓発について教育
資材等の見直しを行う。

△○

令和７年度の方向性所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関

協議会委員等と連携
し，市内事業所への
アプローチ方法の検
討を進めていく。
事業所訪問と情報発
信を継続し，HPでの
情報の蓄積と好事例
の横展開を図ってい
く。また事業所のニー
ズに合わせた情報発
信を行っていく。

○

令和５年度の協議会では，働く世代の健
康づくりの推進について協議した。講習
会については，実施目的や対象を見直
し，実施しなかった。啓発物品について
は２事業所へ貸出をした。データ分析で
は，健診データ等を分析し，高血圧予備
群が多いことを明らかにした。
令和５年度は事業所の健康づくりの実態
把握を行い，８２事業所から回答があっ
た。その結果，特に中小事業所において
健康づくりの取組がされておらず，また保
健に関する情報が届きにくいことが課題
であることがわかった。令和６年度はHP
や広報誌を活用し，市内保健サービスや
好事例などの情報発信の強化を行う。ま
た商工会議所等と連携し，経営者へ直接
健康づくりの推進を働きかける。

期待する効果

ライフステージ

健康医
療部
健康増
進課

地域・職域
連携推進事
業（＊）

柏地域・職域連携推進協
議会
事業所向けの健康情報
等のメール配信
啓発リーフレットの配付
事業所向け講習会

柏労働基準監
督署
柏労働基準協
会
柏商工会議所
柏市沼南商工
会
代表企業(2社)
東葛北部地域
産業保健セン
ター
全国健康保険
協会千葉支部
柏市医師会
柏歯科医師会

①第一生命保
険株式会社，明
治安田生命保
険相互会社
②十余二工業
団地連絡協議
会

○

働く世代の生
活習慣病予防
とこころの健
康づくりの推
進

社員の健康づ
くりに積極的
に取り組む事
業所の増加

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

啓発実施者数（全数） 出前講座等の対面の
研修を通した啓発教
育の実施。
また，効果的な啓発
実施のための情報収
集や，方法について
の検討を行い，実施
につなげていく。

50



７糖尿病

　（２）定期的な健康診査の受診

　　⑥柏市国民健康保険特定健康診査の受診率（法定報告）の増加

　　⑦柏市国民健康保険特定保健指導の実施率（法定報告）の増加

　　⑧糖尿病の指摘を受けたが，放置している人の割合の減少

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

46.8% 42.3% 43.9% 44.2%
11月以降

確定

30.0% 23.3% 18.3% 23.4% 同上

男性
29,3%

32.8% 30.9% 31.9% 同上

女性
9/5%

10.6% 10.1% 10.3% 同上

男性
17.1%

17.1% 17.9% 17.0% 同上

女性
6.1%

6.3% 6.2% 5.4% 同上

8.7% 9.4% 9.1% 9.3% 同上

ヘモグロビンA1ｃが6.1％(NGSP値で
6.5％以上の人の割合（法定報告）

特定健康診査受診率(法定報告）

特定保健指導実施率(法定報告）

メタボリックシンドローム該当者の割合
(法定報告）

メタボリックシンドローム予備群の割合
(法定報告）

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

連携機関
事業概要

（対象者・内容等）

ライフステージ

期待する効果

生活習慣病の
発症及び重症
化の予防

「柏市国民健康保険
３期保健事業実施計
画（データヘルス計
画）」,「柏市国民健康
保険第４期特定健診
等実施計画」の健康
課題を踏まえた取組
を実施する。

令和７年度の方向性

○

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察
及び令和６年度の取り組みについて

①受診勧奨事業
　メタボリックシンドローム該当者及び予備群が
年々増加していることに対し，特定健康診査の更
なる実施率の向上が必要であることから，医療レ
セプトと情報技術（IＴ）を活用したグループ分けを
し，それぞれのグループにナッジ理論に基づいた
勧奨通知を送付。２回受診勧奨通知を送付。その
内，１３．９％に特定健康診査の受診を確認。
②生活習慣病治療中断者への適正受診勧奨事
業
　過去５年遡り糖尿病の治療中断者に対し生活
習慣病重症化予防のため，医療機関受診が必要
な糖尿病の未受診者や，治療中断者に対する受
診勧奨を７２人に通知し，14人の受診再開を確
認。
③糖尿病性腎症重症化予防事業
　人工透析導入の抑制を目的に，「糖尿病性腎症
重症化予防プログラム」を令和５年度も継続。地
域のかかりつけ医や専門医等との連携のもと，
「糖尿病性腎症重症化予防プログラム」を８回実
施。令和５年度は，新たにフレイル予防講座を含
めて実施。具体的には，柏市医師会に推薦され
た２医療機関に委託し，身体測定，血圧測定，血
液及び尿検査，健康講座(医師，管理栄養士，理
学療法士)，フレイル講座，面接，６ヶ月後の血液
及び尿検査や面接を実施。
④プレ特定健康診査
若い世代からの健診の習慣化を図ることで，生活
習慣病の早期発見・早期治療につなげることを目
的に，３９歳を対象に「プレ特定健康診査」を継
続。受診者数は１０４人。生活習慣の改善を要す
る方２人に対し，保健指導を実施。
⑤特定保健指導の取組強化
試行的に予約なしの保健指導の受け入れ，事前
連絡なしの訪問指導を実施。保健指導に繋がり
難い方への取組として効果的であった。（予約な
しの保健指導1人，連絡なしの訪問指導13人）
●令和６年度の取り組み
　 直営で行っていた特定保健指導事業を委託し，
直営で行っていた訪問，休日における特定保管
指導の他，メール等のICTの活用や，夜間での特
定保健指導を新たに開始する予定。
　

　

○

所管課

①なし
②なし

＜特定健康診査＞
40歳以上の柏市国保加
入者を対象に，生活習慣
病予防を目的とした健診
を実施。

＜特定保健指導＞
特定健診の結果よりメタ
ボリックシンドロームのリ
スクのある対象者を抽出
し，3か月以上の生活習
慣改善のための特定保
健指導を実施。

柏市医師会
ちば県民保健
予防財団
人間ドック，脳
ドック実施医療
機関
ＪＡ（ちば東葛，
東葛ふたば，い
ちかわ）
千葉県厚生農
業共同組合連
合会
沼南商工会
柏商工会議所
千葉県国保連
合会

柏市国民健
康保険特定
健康診査・
特定保健指
導
（＊）

事業名

健康医
療部
健康増
進課
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７糖尿病

①民間企業

②令和５年度新
規連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

469人 593人 506人 646人 760人

310人 315人 295人 346人 429人

R元 R2 R3 R4 R5

365人 394人 384人 440人 407人

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

18歳から38歳の健康診査実施状況

受診券発行数

受診者数

ライフステージ

○

受診者数 生活支援課との協働
により，受診率向上に
努める。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考察
及び令和６年度の取り組みについて

令和５年度の受診者数は，令和４年度か
ら減少。
令和３年度より，40～74歳は申し込み制
から全数通知となり，受診率は13.1％で
あった。
75歳以上は申込制を継続し，121人
（62.7％）が受診した。
受診率向上のため，生活支援課ケース
ワーカーからの受診勧奨を継続実施して
いく。

被保険者の健
康の保持増進
若い世代から
の生活習慣病
予防

令和７年度の方向性

「柏市国民健康保険
３期保健事業実施計
画（データヘルス計
画）」,「柏市国民健康
保険第４期特定健診
等実施計画」の健康
課題を踏まえた取組
を実施する。

内臓脂肪症候
群の予防，罹
患している病
状の安定や重
症化予防への
行動が取れる
ようにする。

期待する効果

○

①18歳から38歳までの健康診査
健診受診の習慣化及び生活習慣病の早期発見，
早期治療による重症化の予防を目的に実施。
令和５年度も受診率の向上を図るため，受診勧
奨通知を２回送付。1回目は，受診券を申請され
ていない３３歳から３８歳までの対象者に，９月に
受診勧奨ハガキを３，４６０通送付した。２回目は
受診券発行者のうち，受診の確認ができていない
方を対象に１２月に４６１通受診勧奨通知を送付
している。
　勧奨通知にＱＲコードを掲載し，保健事業利用
券の申し込みにロゴフォームを記載し申請しやす
い環境としていることから利用者数は増加してい
る。

●令和６年度の取り組み
　「１８歳から３８歳までの健康診査」においては，
引き続き，受診勧奨を行い，健診の結果，生活習
慣の改善を要する方に対し，保健指導を実施す
る。

○

生活支援課
柏市医師会

40歳以上で，無保険の
生活保護受給者を対象
に，特定健診と同内容の
健診を指定医療機関に
て実施。
対象者に個別通知，希
望者は申し込み。

国保　保健
事業利用費
助成事業
（１８歳から３
８歳までの健
康診査）
(＊)

事業名

柏市健康診
査
（無保険者）
（＊）

健康医
療部
健康増
進課

所管課

①なし
②なし

①なし
②なし

１８歳以上の柏市国保被
保険者に対し，申請に基
づき保健事業利用券を
年間８枚交付（１枚１，０
００円相当）。１８歳から３
８歳の健診事業，はり等
施術事業，お口のクリー
ニング事業，運動事業に
利用できる。１８歳から３
８歳までの健康診査事業
は２６年度からの新規事
業。受診希望者に対し受
診券を発行し，特定健診
と同様の健診を実施す
る。

事業概要
（対象者・内容等）

柏市医師会

連携機関

健康医
療部
健康増
進課
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８循環器疾患

８．循環器疾患

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

46.8% 42.3% 43.9% 44.2%
11月以降

確定

30.0% 23.3% 18.3% 23.4%
11月以降

確定

全体
31.7%

32.7% 31.6% 28.3% 26.3%

男性
26.8%

27.9% 27.0% 25.0% 22.0%

女性
34.9%

35.9% 34.7% 30.6% 29.2%

全体
２３.１%

27.0% 26.2% 25.8% 24.3%

男性
25.3%

28.8% 27.8% 27.2% 25.4%

女性
21.6%

25.9% 25.3% 24.9% 23.6%

全体
11.3%

12.8% 11.9% 12.6% 12.1%

男性
14.6%

15.9% 14.9% 15.5% 15.4%

女性
9.1%

10.6% 10.0% 10.6% 9.9%

　（１）若い世代からの循環器疾患の発症予防と重症化予防

　　⑥拡張期血圧が90mmHg以上の人の割合（40歳以上）の減少

　　⑦【再掲】メタボリックシンドローム［内臓脂肪症候群］の該当者及び予備群該当者の割合（40歳以上）の減少

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

所管課

特定健康診査受診率(法定報告）

特定保健指導実施率(法定報告）

LDLコレステロールが１４０mg/dl以上の人の
割合（４０歳以上）(年度報告）

①重症化予防事業
　特定健康診査を受診した結果，重
症化リスクの高い医療機関の未受
診者に対して，通知及び電話による
受診勧奨と保健指導を行うことによ
り，医療機関に結びつけるとともに心
血管疾患等の重症化への移行を予
防する。
　受診勧奨により医療機関につな
がった割合は19.5％であった。（282
人中55人　令和4年度分実績）
②特定保健指導における電子申請，
遠隔面談，積極的支援を受け，改善
状況に応じたインセンティブを付与。
　・電子申請　　3人
　・遠隔面談　　8人
　・インセンティブの提供　　19人
　　(令和６年４月２３日現在)
　
●令和６年度の取り組み
　 直営で行っていた特定保健指導
事業を委託し，直営で行っていた訪
問，休日における特定保管指導の
他，メール等のICTの活用や，夜間
での特定保健指導を新たに開始す
る予定。

「柏市国民健康保険３
期保健事業実施計画
（データヘルス計画）」,
「柏市国民健康保険第
４期特定健診等実施計
画」の健康課題を踏ま
えた取組を実施する。

　　①循環器疾患の指摘を受けた人の割合の減少

　　②循環器疾患による死亡者数の減少

　　③循環器疾患医療費（国民健康保険　１月あたりの総点数）の減少

　　④LDLコレステロールが140mg/dl以上の人の割合（40歳以上）の減少

　　⑤収縮期血圧が140mmHg以上の人の割合（40歳以上）の減少

収縮期血圧が１４０mmHg以上の人の割合
（４０歳以上）(年度報告）

拡張期血圧が９０mmHg以上の人の割合
（４０歳以上）(年度報告）

健康医
療部
健康増
進課

○ ○

ライフステージ
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

期待する効果 令和７年度の方向性

柏市医師会
ちば県民保健
予防財団
人間ドック，脳
ドック実施医
療機関
ＪＡ（ちば東
葛，東葛ふた
ば，いちか
わ）
千葉県厚生
農業共同組
合連合会
沼南商工会
柏商工会議
所
千葉県国保
連合会

①なし
②なし

柏市国民健
康保険特定
健康診査・
特定保健指
導
（＊）

事業名
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関

生活習慣病の
発症及び重症
化の予防

＜特定健康診査＞
40歳以上の柏市国保加
入者を対象に，生活習慣
病予防を目的とした健診
を実施。

＜特定保健指導＞
特定健診の結果よりメタ
ボリックシンドロームのリ
スクのある対象者を抽出
し，3か以上の生活習慣
改善のための特定保健
指導を実施。
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８循環器疾患

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

469人 593人 506人 646人 760人

310人 315人 295人 346人 429人

R元 R2 R3 R4 R5

365人 394人 384人 440人 407人

18歳から38歳までの健康診査実施状況

受診券発行数

受診者数

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

ライフステージ

生活支援課
柏市医師会

受診者数

○

期待する効果

○

所管課

健康医
療部
健康増
進課

健康医
療部
健康増
進課

事業名

国保　保健
事業利用費
助成事業
（１８歳から３
８歳までの
健康診査）
(＊)

柏市健康診
査
（無保険者）
（＊）

事業概要
（対象者・内容等）

１８歳以上の柏市国保被
保険者に対し，申請に基
づき保健事業利用券を
年間８枚交付（１枚１，０
００円相当）。１８歳から３
８歳までの健康診査事
業，はり等施術事業，お
口のクリーニング事業，
運動事業に利用できる。
１８歳から３８歳の健診事
業は２６年度からの新規
事業。受診希望者に対し
受診券を発行し，特定健
診と同様の健診を実施
する。
　令和３年度から３９歳を
対象とした「プレ特定健
康診査」が開始したこと
から，名称を「１８歳から
３８歳までの健康診査」
に変更。

連携機関

柏市医師会

40歳以上で，無保険の
生活保護受給者を対象
に，特定健診と同内容の
健診を指定医療機関に
て実施。
対象者に個別通知，希
望者は申し込み。

○

①なし
②なし

①なし
②なし

被保険者の健
康の保持増進
若い世代からの
生活習慣病予
防

内臓脂肪症候
群の予防，罹患
している病状の
安定や重症化
予防への行動
が取れるように
する。

①18歳から38歳までの健康診査
健診受診の習慣化及び生活習慣病の早期
発見，早期治療による重症化の予防を目的
に実施。
令和５年度も受診率の向上を図るため，受
診勧奨通知を２回送付。1回目は，受診券を
申請されていない３３歳から３８歳までの対
象者に，９月に受診勧奨ハガキを３，４６０通
送付した。２回目は受診券発行者のうち，受
診の確認ができていない方を対象に１２月
に４６１通受診勧奨通知を送付している。
　勧奨通知にＱＲコードを掲載し，保健事業
利用券の申し込みにロゴフォームを記載し
申請しやすい環境としていることから利用者
数は増加している。

●令和６年度の取り組み
　「１８歳から３８歳までの健康診査」におい
ては，引き続き，受診勧奨を行い，健診の結
果，生活習慣の改善を要する方に対し，保
健指導を実施する。

令和５年度の受診者数は，令和４年
度から減少。
令和３年度より，40～74歳は申し込
み制から全数通知となり，受診率は
13.1％であった。
75歳以上は申込制を継続し，121人
（62.7％）が受診した。
受診率向上のため，生活支援課
ケースワーカーからの受診勧奨を継
続実施していく。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和７年度の方向性

「柏市国民健康保険３
期保健事業実施計画
（データヘルス計画）」,
「柏市国民健康保険第
４期特定健診等実施計
画」の健康課題を踏ま
えた取組を実施する。

生活支援課との協働に
より，受診率向上に努
める。
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８循環器疾患

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

186人 141人 131人 107人 154人

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 2,833人 3,882人 4,765人 6,472人

95人 中止 中止 中止 28人

柏市医師会
病院栄養士
協議会(柏地
区)

庁内関係各
課

各種団体及
び企業関係

①なし
②なし

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

ライフステージ

①なし
②なし

○

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

利用者数(延べ数)

○

所管課 事業名

健康づくり普
及啓発事業
（＊）

健康医
療部
健康増
進課

柏市地域栄
養相談シス
テム
（＊）

健康医
療部
健康増
進課

生活習慣病等で治療中
の市民が，かかりつけ医
の紹介により，市内の病
院で管理栄養士の栄養
指導が受けられるシステ
ム。かかりつけ医での治
療及び適切な食事療法
を継続し，生活習慣病の
重症化予防を図る。

イベント，健康教育等の
中で運動, 食, タバコ等健
康に関する啓発を実施。
一般市民を対象とし，幅
広いテーマについての啓
発を行う。

期待する効果
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関

○

○ ○

○

内臓脂肪症候
群の予防，罹患
している病状の
安定や重症化
予防への行動
が取れるように
する。

依頼の健康教育参加者数（講師：保健師）

※H30年度～健康増進課として計上

啓発実施者数（全数）

・当システムについて保健事業説明
会で医療機関に説明した。
・利用者アンケートを実施。食事の改
善ポイントがわかったという回答か
ら，利用者の重症化予防になってい
ると思われる。

令和６年度は，保健事業説明会資料
に改善事例の紹介，病態別のリーフ
レットを配布し，利用促進を図る。

出前講座等の対面の
研修を通した啓発教育
の実施。
また，効果的な啓発実
施のための情報収集
や，方法についての検
討を行い，実施につな
げていく。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和７年度の方向性

栄養指導を必要として
いる人に対して，適切
な食事療法を行えるよ
う，引き続きシステムの
周知を図る。

令和５年度は千葉県実施のがん予
防展が柏市で実施され，アリオ柏で
周知啓発を実施したほか，図書館，
沼南支所ロビー，イトーヨーカドー柏
店等で実施されたイベントにて，ポス
ター掲示やリーフレット等の配布によ
る啓発活動を実施した。また，出前
講座の受付を再開し，対面での啓発
教育を実施することができた。令和６
年度は，出前講座を継続するととも
に，がん予防の啓発について教育資
材等の見直しを行う。
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８循環器疾患

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

60社 62社 61社 68社 72社

43社 中止 中止 50社 実施なし

柏地域・職域連携推進協
議会
事業所向けの健康情報
等のメール配信
啓発リーフレットの配付
事業所向け講習会

柏労働基準
監督署
柏労働基準
協会
柏商工会議
所
柏市沼南商
工会
代表企業(2
社)
東葛北部地
域産業保健セ
ンター
全国健康保
険協会千葉
支部
柏市医師会
柏歯科医師
会

①第一生命保険
株式会社，明治
安田生命保険相
互会社
②十余二工業団
地連絡協議会

講習会参加事業所数

○
地域・職域
連携推進事
業（＊）

健康医
療部
健康増
進課

所管課 事業名

働く世代の生活
習慣病予防とこ
ころの健康づく
りの推進

社員の健康づく
りに積極的に取
り組む事業所の
増加

△

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

メール配信登録事業所数

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて

令和７年度の方向性
事業概要

（対象者・内容等）
連携機関 期待する効果

ライフステージ

令和５年度の協議会では，働く世代
の健康づくりの推進について協議し
た。講習会については，実施目的や
対象を見直し，実施しなかった。啓
発物品については２事業所へ貸出を
した。データ分析では，健診データ等
を分析し，高血圧予備群が多いこと
を明らかにした。
令和５年度は事業所の健康づくりの
実態把握を行い，８２事業所から回
答があった。その結果，特に中小事
業所において健康づくりの取組がさ
れておらず，また保健に関する情報
が届きにくいことが課題であることが
わかった。令和６年度はHPや広報誌
を活用し，市内保健サービスや好事
例などの情報発信の強化を行う。ま
た商工会議所等と連携し，経営者へ
直接健康づくりの推進を働きかけ
る。

協議会委員等と連携
し，市内事業所へのア
プローチ方法の検討を
進めていく。
事業所訪問と情報発信
を継続し，HPでの情報
の蓄積と好事例の横展
開を図っていく。また事
業所のニーズに合わせ
た情報発信を行ってい
く。

○
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８循環器疾患

　（２）定期的な健康診査の受診

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

46.8% 42.3% 43.9% 44.2%
11月以降

確定

30.0% 23.3% 18.3% 23.4%
11月以降

確定

全体
31.7%

32.7% 31.6% 28.3% 26.3%

男性
26.8%

27.9% 27.0% 25.0% 22.0%

女性
34.9%

35.9% 34.7% 30.6% 29.2%

全体
２３.１%

27.0% 26.2% 25.8% 24.3%

男性
25.3%

28.8% 27.8% 27.2% 25.4%

女性
21.6%

25.9% 25.3% 24.9% 23.6%

全体
11.3%

12.8% 11.9% 12.6% 12.1%

男性
14.6%

15.9% 14.9% 15.5% 15.4%

女性
9.1%

10.6% 10.0% 10.6% 9.9%

・柏市医師会
・ちば県民保
健予防財団
・人間ドック，
脳ドック実施
医療機関
・ＪＡ（ちば東
葛，東葛ふた
ば，いちか
わ）
・千葉県厚生
農業共同組
合連合会
・沼南商工会
・柏商工会議
所
・千葉県国保
連合会

事業概要
（対象者・内容等）

○

連携機関

①なし
②なし

生活習慣病の
発症及び重症
化の予防

特定健康診査受診率(法定報告）

期待する効果

LDLコレステロールが１４０mg/dl以上の人の
割合（４０歳以上）(年度報告）

収縮期血圧が１４０mmHg以上の人の割合
（４０歳以上）(年度報告）

拡張期血圧が９０mmHg以上の人の割合
（４０歳以上）(年度報告）

所管課

健康医
療部
健康増
進課

柏市国民健
康保険特定
健康診査・
特定保健指
導
（＊）

事業名

＜特定健康診査＞
40歳以上の柏市国保加
入者を対象に，生活習慣
病予防を目的とした健診
を実施。

＜特定保健指導＞
特定健診の結果よりメタ
ボリックシンドロームのリ
スクのある対象者を抽出
し，3か月以上の生活習
慣改善のための特定保
健指導を実施。

　　⑧【再掲】柏市国民健康保険特定健康診査の受診率（法定報告）の増加

　　⑨【再掲】柏市国民健康保険特定保健指導の実施率（法定報告）の増加

　　⑩循環器疾患の指摘を受けたが，放置している人の割合の減少

○

特定保健指導実施率(法定報告）

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

ライフステージ

「柏市国民健康保険３
期保健事業実施計画
（データヘルス計画）」,
「柏市国民健康保険第
４期特定健診等実施計
画」の健康課題を踏ま
えた取組を実施する。

令和７年度の方向性

①受診勧奨事業
　メタボリックシンドローム該当者及び予備
群が年々増加していることに対し，特定健診
の更なる実施率の向上が必要であることか
ら，医療レセプトと情報技術（IＴ）を活用した
グループ分けをしナッジ理論に基づいた勧
奨通知を送付。２回受診勧奨通知を送付。
その内１３．９％に特定健康診査の受診を確
認。
②重症化予防事業
　特定健康診査を受診した結果，重症化リ
スクの高い医療機関の未受診者に対して，
通知及び電話による受診勧奨，保健指導を
行うことにより，医療機関に結びつけるととも
に心血管疾患等の重症化への移行を予防
するため，令和５年度も継続。受診勧奨によ
り医療機関につながった割合は19.5％で
あった。（282人中55人　令和4年度分実績）
③特定保健指導の取組強化
試行的に予約なしの保健指導の受け入れ，
事前連絡なしの訪問指導を実施。保健指導
に繋がり難い方への取組として効果的で
あった（予約なしの保健指導1人，連絡なし
の訪問指導13人）

●令和６年度の取り組み
　 直営で行っていた特定保健指導事業を委
託し，直営で行っていた訪問，休日における
特定保管指導の他，メール等のICTの活用
や，夜間での特定保健指導を新たに開始す
る予定。

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて
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①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

469人 593人 506人 646人 760人

310人 315人 295人 346人 429人

R元 R2 R3 R4 R5

365人 394人 384人 440人 407人

受診券発行数

受診者数

事業概要
（対象者・内容等）

１８歳以上の柏市国保被
保険者に対し，申請に基
づき保健事業利用券を
年間８枚交付（１枚１，０
００円相当）。１８歳から３
８歳までの健康診査事
業，はり等施術事業，お
口のクリーニング事業，
運動事業に利用できる。
１８歳から３８歳までの健
康診査事業は２６年度か
らの新規事業。受診希望
者に対し受診券を発行
し，特定健診と同様の健
診を実施する。
令和３年度から３９歳を
対象とした「プレ特定健
康診査」が開始したこと
から，名称を「１８歳から
３８歳までの健康診査」
に変更.

受診者数

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

18歳から38歳までの健康診査実施状況

柏市健康診
査
（無保険者）
（＊）

事業名

国保　保健
事業利用費
助成事業
（１８歳から３
８歳までの
健康診査）
(＊)

所管課

健康医
療部
健康増
進課

健康医
療部
健康増
進課

40歳以上で，無保険の
生活保護受給者を対象
に，特定健診と同内容の
健診を指定医療機関に
て実施。
対象者に個別通知，希
望者は申し込み。

柏市医師会

生活支援課
柏市医師会 ○

連携機関

内臓脂肪症候
群の予防，罹患
している病状の
安定や重症化
予防への行動
が取れるように
する。

①なし
②なし

①なし
②なし

期待する効果

被保険者の健
康の保持増進
若い世代からの
生活習慣病予
防

生活支援課との協働に
より，受診率向上に努
める。

①18歳から38歳までの健康診査
健診受診の習慣化及び生活習慣病の早期
発見，早期治療による重症化の予防を目的
に実施。
令和５年度も受診率の向上を図るため，受
診勧奨通知を２回送付。1回目は，受診券を
申請されていない３３歳から３８歳までの対
象者に，９月に受診勧奨ハガキを３，４６０通
送付した。２回目は受診券発行者のうち，受
診の確認ができていない方を対象に１２月
に４６１通受診勧奨通知を送付している。
　勧奨通知にＱＲコードを掲載し，保健事業
利用券の申し込みにロゴフォームを記載し
申請しやすい環境としていることから利用者
数は増加している。

●令和６年度の取り組み
　「１８歳から３８歳までの健康診査」におい
ては，引き続き，受診勧奨を行い，健診の結
果，生活習慣の改善を要する方に対し，保
健指導を実施する。

令和５年度の受診者数は，令和４年
度から減少。
令和３年度より，40～74歳は申し込
み制から全数通知となり，受診率は
13.1％であった。
75歳以上は申込制を継続し，121人
（62.7％）が受診した。
受診率向上のため，生活支援課
ケースワーカーからの受診勧奨を継
続実施していく。

ライフステージ

○

○

「柏市国民健康保険３
期保健事業実施計画
（データヘルス計画）」,
「柏市国民健康保険第
４期特定健診等実施計
画」の健康課題を踏ま
えた取組を実施する。

令和７年度の方向性
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と
考察及び令和６年度の取り組みについて
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９がん

９．がん

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

２回 1回 1回 1回 1回

R元 R2 R3 R4 R5

4,535人 4,492人 4,393人 4,919人 4,273人

　（１）がんの発症を防ぐための生活習慣等に関する知識の普及

　　①がんによる死亡者数の減少

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

がん対策検討会議実施状況

肝炎ウイルス検査実施数

○

○

事業概要
（対象者・内容等）

・がん対策検討会議（議
員及び庁内関係部署，が
ん診療連携拠点病院）の
開催
・議会への事業報告

事業名

①なし
②なし

①なし
②なし

健康医
療部
健康政
策課

連携機関所管課

がん対策

肝炎ウイル
ス検査

柏市民で，これまで肝炎
ウイルス検査を受けたこ
とがなく，他で検査を受け
る機会のないかた，感染
を心配するリスク行為が
あったかたを対象に検査
を実施。

庁内関係部
局
がん診療連
携拠点病院
医師会など

健康医
療部

健康増
進課

○○

「柏市がん対策
基本条例」に基
づき関係機関と
の連携のもと，
がん対策を効果
的かつ効率的
に推進

令和７年度の方向性

第４期がん対策推進
基本計画や国・県の
動向を踏まえた上で，
柏市全体としての取
り組みを関係機関で
共有・検討しながら，
がん対策を推進して
いく。

継続して対象者への
個別勧奨及び陽性者
フォローアップ事業を
継続していく。

肝炎ウイルス感
染を早期に発見
し，適切な検査・
治療へつなぐこ
とで，肝硬変や
肝がんへの進
行による重症化
を防ぐ

期待する効果
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考

察及び令和６年度の取り組みについて

ライフステージ

○

○

○○

○

・がんに関する健康課題についての
直接的な取り組みではないが，がん
対策検討会議を実施。柏市における
がん対策について，がん対策関係部
署とがん診療拠点病院及び千葉県が
ん診療連携協力病院間にて情報及び
課題を共有した。

令和３年度より，市の広報紙，ホーム
ページにて周知・啓発を実施。また，
平成２８年度より陽性者フォローアッ
プ事業を開始し，検査結果が陽性と
なった方へ精密検査受診勧奨を行
い，受診や治療へ結びついているか
どうかを確認している。令和５年度の
陽性者はＢ型が１４名，Ｃ型が３名と
なっている。

①肝炎ウイルス検査を広く周知する
ため，ホームページ，広報を利用す
る。
②平成３０年度で，平成２６年度から
の５歳刻みへの通知が一巡し，令和
元年度から未受診者へ対して２回目
の発送となっている。一巡目未受診
者への個別勧奨を継続し，未受診者
を減少させる。

○柏市医師会
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９がん

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

23.3% 20.4% 31.2% 24.8% 28.3%

4.0% 6.4% 8.2% 5.2% 5.8%

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 2,833人 3,882人 4,765人 6,472人

2,409人 1,500人 1,486人 1,942人 3154人

16,909人 中止 中止 中止 28人

19,139人 13,308人 20,563人 23,083人 21717人

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

クーポン利用率

乳がん

子宮頸がん

啓発実施者数（全数）

啓発実施者数（がん）

健康教育参加者数（講師：保健師）

がん検診新規登録者数（延人数）

○

検診手帳，無料クー
ポン券等を送付し，が
ん検診の受診促進，
早期発見につなげ，
がんによる死亡者の
減少を図る。

精密検査未受診者の
受診率の向上及び精
密検査受診率の向
上。

事業名

○ ○

出前講座等の対面の
研修を通した啓発教
育の実施。
また，効果的な啓発
実施のための情報収
集や，方法について
の検討を行い，実施
につなげていく。

健康づくり普
及啓発事業
（＊）

イベント，健康教育等の
中で運動, 食, タバコ，が
ん検診登録勧奨，がん予
防等健康に関する啓発を
実施。一般市民を対象と
し，幅広いテーマについて
の啓発を行う。

・幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

・がん検診新規
登録者数の増
加

事業概要
（対象者・内容等）

健康医
療部
健康増
進課

所管課

新たなス
テージに
入ったがん
検診の総合
支援事業
(＊)

健康医
療部
健康増
進課

特定の年齢のかたに無料
クーポン，検診手帳（啓発
用）を送付し，該当するが
ん検診について，無料で
受診することができる。
対象となるがん検診は，
乳，子宮頸がん検診（大
腸はH27年度まで実施）。

個別の受診勧奨（新規登
録）・再勧奨（がん検診登
録者の一部）を実施。

 精密検査未受診者に対
する受診勧奨通知及び特
定の年齢に達する対象者
への受診勧奨を行う。

柏市医師会
ちば県民保健
予防財団
医療センター

○

○

①なし
②なし

令和７年度の方向性

がん検診を受け
るきっかけとし
て，今まで受診
したことがない
人が受診するこ
とで，受診率向
上に寄与する。

期待する効果

ライフステージ

・無料クーポン配布
　対象者に検診手帳(リーフレット)，無
料クーポン券，検診票等の送付。
　対象者がクーポン券を利用してがん
検診を受診する場合の自己負担分の
費用の全額助成。

・個別の受診勧奨・再勧奨
　令和５年より，20歳女性へ送付する
受診勧奨通知内容を，子宮頸がん検
診に特化した内容に改編。
また，対象者に50歳国保・65歳を追
加。

・要精密検査者への受診勧奨，受診
確認

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考
察及び令和６年度の取り組みについて

庁内関係各
課

各種団体及
び企業関係
ふるさと協議
会
柏市医師会

①なし
②なし

令和５年度は千葉県実施のがん予防
展が柏市で実施され，アリオ柏で周
知啓発を実施したほか，図書館，沼
南支所ロビー，イトーヨーカドー柏店
等で実施されたイベントにて，ポス
ター掲示やリーフレット等の配布によ
る啓発活動を実施した。また，出前講
座の受付を再開し，対面での啓発教
育を実施することができた。令和６年
度は，出前講座を継続するとともに，
がん予防の啓発について教育資材等
の見直しを行う。

連携機関
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９がん

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

10.7% 8.0% 9.6% 11.8% 12.4%

14.7% 13.3% 14.4% 14.6% 17.2%

24.9% 23.7% 23.4% 24.4% 28.8%

35.2% 30.4% 32.7% 40.6% 40.7%

13.7% 12.1% 13.5% 15.9% 15.4%

R元 R2 R3 R4 R5

23.3% 20.4% 31.2% 24.8% 28.3%

4.0% 6.4% 8.2% 5.2% 5.8%

　（２）がん検診の受診

　　②胃がん検診受診率の増加

　　③大腸がん検診受診率の増加

　　④子宮がん検診受診率の増加

柏市医師会
ちば県民保健
予防財団
医療センター

新たなス
テージに
入ったがん
検診の総合
支援事業
(＊)

○

　　⑤乳がん検診受診率の増加

　　⑥結核・肺がん検診受診率の増加

令和７年度の方向性

検診手帳，無料クー
ポン券等を送付し，が
ん検診の受診促進，
早期発見につなげ，
がんによる死亡者の
減少を図る。

精密検査未受診者の
受診率の向上及び精
密検査受診率の向
上。

・受診率向上のため
の取り組みとして個
別の登録勧奨，未受
診者の再勧奨，キャ
ンペーン等の啓発活
動を進めていく。
・子宮頸がんの好発
年齢である20～30代
の受診者数増加に向
けた取り組みを重点
的に行う。○

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

がん検診受診率

胃がん検診

大腸がん検診

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）

特定の年齢のかたに無料
クーポン，検診手帳（啓発
用）を送付し，該当するが
ん検診について，無料で
受診することができる。
対象となるがん検診は，
乳，子宮頸がん検診（大
腸はH27年度まで実施）。

個別の受診勧奨（新規登
録）・再勧奨（がん検診登
録者の一部）を実施。

 精密検査未受診者に対
する受診勧奨通知及び特
定の年齢に達する対象者
への受診勧奨を行う。

健康医
療部
健康増
進課

がん検診

健康医
療部
健康増
進課

「がん検診重点健康教育
及びがん検診の実施のた
めの指針」（厚生労働省）
に基づき，胃，大腸，結
核・肺，乳，子宮の各がん
検診の実施。

期待する効果

がん検診を受け
るきっかけとし
て，今まで受診
したことがない
人が受診するこ
とで，受診率向
上に寄与する。

各がんの早期
発見，早期治療
に結びつける。

柏市医師会
ちば県民保健
予防財団
医療センター

○ ○

△

・無料クーポン配布
　対象者に検診手帳(リーフレット)，無
料クーポン券，検診票等の送付。
　対象者がクーポン券を利用してがん
検診を受診する場合の自己負担分の
費用の全額助成。

・個別の受診勧奨・再勧奨
　令和５年より，20歳女性へ送付する
受診勧奨通知内容を，子宮頸がん検
診に特化した内容に改編。
また，対象者に50歳国保・65歳を追
加。

・要精密検査者への受診勧奨，受診
確認

子宮頸がん検診

乳がん検診

結核・肺がん検診

クーポン利用率

・令和２年度に新型コロナウイルス蔓
延による受診控えの影響が考えられ
る受診率低下があったが，令和３年
度より胃がん，大腸がん，乳がん，結
核・肺がんについて受診率が上昇し，
令和４年度は令和元年度の新型コロ
ナウイルス蔓延以前の受診率が回復
している。
・集団検診会場では，新型コロナウイ
ルスの感染拡大防止のため関係機
関（柏市医療センター，ちば県民保健
予防財団）とともに感染症対策を講じ
た上で実施した。

連携機関

乳がん

子宮頸がん

ライフステージ

①なし
②なし

①なし
②なし

令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考
察及び令和６年度の取り組みについて
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９がん

①民間企業

②令和５年度新規
連携機関・部署

乳幼児期 学童期 思春期 成年期 壮年期 高齢期

R元 R2 R3 R4 R5

651人 中止 37人 1,133人 2,635人

R元 R2 R3 R4 R5

4,973人 2,833人 3,882人 4,765人 6,472人

2,409人 1,500人 1,486人 1,942人 3,154人

16,909人 中止 中止 中止 28人

19,139人 13,308人 20,563人 23,083人 10,349人

R元 R2 R3 R4 R5

60社 62社 61社 68社 72社

43社 中止 中止 50社 実施なし

健康医
療部
地域保
健課

幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

○

所管課 事業名
事業概要

（対象者・内容等）

啓発事業
（◇）

図書館，沼南支所ロビー，イトーヨー
カドー柏店，新春マラソン及び吉田邸
で実施されたイベントにて，ポスター
掲示やリーフレット等の配布による啓
発活動を実施した。令和4年度に健康
づくりに関するパンフレットを作成し
た。
令和5年度より，出前講座の受付を再
開。

○

○ ○

イベント等の中で運動, 食,
タバコ等健康に関する啓
発を実施。一般市民を対
象とし，幅広いテーマにつ
いての啓発を行う。

○

庁内関係各
課

柏市民健康
づくり推進員

各種団体及
び企業関係

ライフステージ

年間計画に基づいた
啓発を実施する。

○

令和７年度の方向性
令和５年度取り組みの成果，今後の課題と考

察及び令和６年度の取り組みについて

○ ○
①なし
②なし

実績値
（実施回数・参加者数･参加率等）

啓発実施者数（全数）

期待する効果連携機関

令和５年度は依頼の健康教育を全面
的に再開。また，参集型以外の方法
で啓発の機会を確保することができる
よう検討していく。

健康医
療部
健康増
進課

地域・職域
連携推進事
業（＊）

柏地域・職域連携推進協
議会
事業所向けの健康情報
等のメール配信
啓発リーフレットの配付
事業所向け講習会

柏労働基準
監督署
柏労働基準
協会
柏商工会議
所
柏市沼南商
工会
代表企業(2
社)
東葛北部地
域産業保健セ
ンター
全国健康保
険協会千葉
支部
柏市医師会
柏歯科医師
会

①第一生命保
険株式会社，明
治安田生命保
険相互会社
②十余二工業
団地連絡協議
会

働く世代の生活
習慣病予防とこ
ころの健康づく
りの推進

社員の健康づく
りに積極的に取
り組む事業所の
増加

健康医
療部
健康増
進課

健康づくり普
及啓発事業
（*）

イベント，健康教育等の
中で運動, 食, タバコ，が
ん検診登録勧奨，がん予
防等健康に関する啓発を
実施。一般市民を対象と
し，幅広いテーマについて
の啓発を行う。

庁内関係各
課

各種団体及
び企業関係
ふるさと協議
会
柏市医師会

①なし
②なし

・幅広いライフス
テージの市民を
対象にポピュ
レーションアプ
ローチをするこ
とで,健康に関す
る気づきの場を
作る。

・がん検診新規
登録者数の増
加

○ ○ △

○

出前講座等の対面の
研修を通した啓発教
育の実施。
また，効果的な啓発
実施のための情報収
集や，方法について
の検討を行い，実施
につなげていく。

啓発実施者数（がん）

健康教育参加者数（講師：保健師）

がん検診新規登録者数（延人数）

メール配信登録事業所数

講習会参加事業所数

令和５年度の協議会では，働く世代
の健康づくりの推進について協議し
た。講習会については，実施目的や
対象を見直し，実施しなかった。啓発
物品については２事業所へ貸出をし
た。データ分析では，健診データ等を
分析し，高血圧予備群が多いことを
明らかにした。
令和５年度は事業所の健康づくりの
実態把握を行い，８２事業所から回答
があった。その結果，特に中小事業
所において健康づくりの取組がされて
おらず，また保健に関する情報が届
きにくいことが課題であることがわ
かった。令和６年度はHPや広報誌を
活用し，市内保健サービスや好事例
などの情報発信の強化を行う。また
商工会議所等と連携し，経営者へ直
接健康づくりの推進を働きかける。

協議会委員等と連携
し，市内事業所への
アプローチ方法の検
討を進めていく。
事業所訪問と情報発
信を継続し，HPでの
情報の蓄積と好事例
の横展開を図ってい
く。また事業所のニー
ズに合わせた情報発
信を行っていく。

啓発実施者数（全数）

62


